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三
　
誌
面
構
成

前
報
で
は
、
日
本
平
和
教
育
協
議
会
の
機
関
誌
『
平
和
教
育
』
発
刊
の
経
緯
に
つ

い
て
記
し
た
一
。
本
報
で
は
同
誌
の
目
次
を
手
が
か
り
に
し
て
、
同
誌
の
誌
面
構
成
、

す
な
わ
ち
記
事
の
種
類
に
つ
い
て
若
干
の
特
徴
を
指
摘
し
た
い
。
本
来
な
ら
ば
記
事

の
内
容
に
言
及
し
、
立
ち
入
っ
た
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
創
刊
号
か
ら
最
終

号
ま
で
ま
と
め
て
所
蔵
し
て
い
る
機
関
は
少
な
く
二
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
が
収

束
し
な
い
現
在
に
あ
っ
て
雑
誌
記
事
の
閲
読
及
び
通
読
は
容
易
で
は
な
い
た
め
、
す

で
に
収
集
し
た
目
次
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
本
稿
で
は
記

事
の
種
類
に
関
し
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

雑
誌
記
事
は
、「
主
張
」（
第
三
八
号
よ
り
「
提
言
」）、
論
文
（
第
九
号
よ
り
「
論

文
」
と
明
記
さ
れ
る
）、「
実
践
記
録
」、「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」、
連
載
「
作
家
と
作
品
」、

連
載「
軍
隊
教
育
の
研
究
」、連
載「
自
然
科
学
に
お
け
る
課
題
と
展
望
」、「
資
料
室
」、

「
マ
ス
コ
ミ
の
動
向
」、「
児
童
文
化
」
で
始
ま
る
。

そ
の
後
、
記
事
の
種
類
は
増
え
て
い
く
。
表
（
後
掲
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
具
体

的
に
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
実
践
」（
第
二
号
よ
り
）、「
私
の
戦
争
体
験
」（
同
）、

「
レ
ポ
ー
ト
」（
第
五
号
よ
り
）、「
戦
争
児
童
文
学
の
紹
介
と
そ
の
実
践
」（
同
）、「
日

平
研
図
書
室
」（
同
）、「
日
平
研
の
窓
」（
第
九
号
よ
り
）、「
図
書
紹
介
」（
第
一
四

号
よ
り
）、「
連
載
　
戦
時
下
教
育
の
研
究
の
た
め
に
」（
第
一
六
号
よ
り
）、「
私
の

平
和
教
育
」（
第
一
九
号
よ
り
）、「
調
査
」（
第
二
一
号
よ
り
）、「
こ
だ
ま
　
読
者
の

ひ
ろ
ば
」（
第
二
四
号
よ
り
）、「
わ
た
し
の
授
業
」（
第
二
五
号
よ
り
）、「
読
切
・
連

載
」（
同
）、「
連
載
・
私
の
本
棚
」（
第
二
八
号
よ
り
）、「
時
代
を
見
る
眼
」（
第

三
〇
号
よ
り
）、「
世
界
の
平
和
教
育
・
運
動
の
動
向
」（
第
三
三
号
よ
り
）、「
連
載

　
戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て
」（
第
三
五
号
よ
り
）、「
わ
た
し
が
平
和
（
教
育
）
の
大

切
さ
に
め
ざ
め
た
と
き
」（
第
三
八
号
）、「
連
載
　
平
和
教
育
入
門
講
座
」（
同
）、「
教

室
の
窓
か
ら
」（
第
四
四
号
よ
り
）、「
連
載
　
戦
後
日
本
の
平
和
教
育
の
歴
史（
試
論
）」

（
第
七
一
号
）、
こ
の
ほ
か
「
子
ど
も
の
詩
」（
第
六
一
号
よ
り
）。

（
一
）「
主
張
」
及
び
「
提
言
」

「
主
張
」
及
び
「
提
言
」
で
特
集
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
集

の
意
図
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
と
「
主
張
」
及
び
「
提
言
」
を
集
め
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

（
二
）
論
文
と
教
育
実
践
報
告

特
集
に
関
す
る
「
論
文
」
と
、「
実
践
記
録
」
な
い
し
は
「
実
践
」
が
必
ず
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
掲
載
数
は
「
論
文
」
が
二
本
前
後
で
あ
り
、「
実
践
記
録
」・「
実
践
」

日
本
平
和
教
育
研
究
協
議
会
と
雑
誌
『
平
和
教
育
』（
二
） 
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は
少
な
い
時
で
も
二
本
、
多
い
時
は
「
実
践
記
録
」・「
実
践
」
合
わ
せ
て
七
本
掲
載

さ
れ
た
。
こ
の
二
種
類
の
記
事
は
創
刊
号
か
ら
最
終
号
ま
で
毎
号
の
よ
う
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
本
誌
の
重
要
な
特
徴
を
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
誌
は
論
文
と
教

育
実
践
報
告
を
重
視
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
各
地
の
様
子
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
伝
え
る
レ
ポ
ー
ト

こ
の
ほ
か
、「
レ
ポ
ー
ト
」、「
各
地
か
ら
の
報
告
（
レ
ポ
ー
ト
）」「
教
室
の
窓
か

ら
　
子
ど
も
た
ち
は
今
…
」
と
い
っ
た
各
地
の
様
子
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
伝
え

る
レ
ポ
ー
ト
も
断
続
的
で
は
あ
る
が
長
期
間
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
レ
ポ
ー

ト
は
各
地
の
様
子
や
子
ど
も
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
記
録
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）
戦
争
児
童
文
学
作
品
と
作
品
を
教
材
と
し
た
教
育
実
践
報
告

連
載
「
作
家
と
作
品
」
は
、「
戦
争
児
童
文
学
」
に
関
す
る
作
家
と
作
品
に
関
す

る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
家
は
、
峠
三
吉
、
大
田
洋
子
、
大
岡

昇
平
、
長
崎
源
之
助
、
井
伏
鱒
二
、
松
谷
み
よ
子
、
郷
静
子
、
原
民
喜
、
山
本
薩
夫
、

来
栖
良
夫
、山
口
勇
子
ら
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

山
口
勇
子
「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」、
来
栖
良
夫
「
村
い
ち
ば
ん
の
さ
く
ら
の
木
」、「
も

う
半
分
の
顔
」、
大
川
悦
生
「
お
か
あ
さ
ん
の
木
」、「
火
の
な
か
の
声
」、
大
野
允
子

「
夜
の
く
す
の
き
」「
つ
る
の
と
ぶ
日
」、
こ
い
で
た
か
し
「
ぞ
う
れ
つ
し
や
が
や
つ

て
き
た
」、い
ぬ
い
と
み
こ
「
ト
ビ
ウ
オ
の
ぼ
う
や
は
び
ょ
う
き
で
す
」、峠
三
吉
「
原

爆
詩
集
」、
い
ぬ
い
と
み
こ
「
川
と
ノ
リ
オ
」、
今
西
祐
行
「
一
つ
の
花
」「
ヒ
ロ
シ

マ
の
歌
」、
高
橋
宏
幸
「
チ
ロ
ッ
プ
の
き
つ
ね
」、
土
家
由
岐
雄
「
か
わ
い
そ
う
な
ぞ

う
」、
あ
ま
ん
き
み
こ
「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」、
長
崎
源
之
助
「
お
か
あ
さ

ん
の
紙
び
な
」。

同
連
載
の
途
中
か
ら
「
戦
争
児
童
文
学
の
紹
介
と
そ
の
実
践
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、「
戦
争
児
童
文
学
」作
品
と
そ
れ
に
関
す
る
教
育
実
践
報
告
が
掲
載
さ
れ
た
。

「
戦
争
児
童
文
学
の
紹
介
と
そ
の
実
践
」
は
、
第
五
号
（
一
九
七
七
年
）
か
ら
第

二
一
号
（
一
九
八
五
年
）
ま
で
十
年
近
く
続
い
た
。
そ
の
後
、
児
童
文
学
作
品
に
関

し
て
は
「
教
材
研
究
」
欄
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

児
童
文
学
、
特
に
「
戦
争
児
童
文
学
」
作
品
は
平
和
教
育
に
お
い
て
重
要
な
教
材

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
戦
争
児
童
文
学
」
作
品
の
近
年
の
動
向
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
四
。

（
五
）
軍
隊
教
育
研
究

連
載
「
軍
隊
教
育
の
研
究
」
も
本
誌
の
重
要
な
特
徴
を
成
す
も
の
と
し
て
看
過
で

き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
誌
創
刊
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
城
丸
章
夫
は
、
軍
隊

教
育
研
究
の
開
拓
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
三
。
連
載「
軍
隊
教
育
の
研
究
」の
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　	「
軍
は
在
郷
軍
人
会
を
と
う
し
て
国
民
を
ど
う
教
育
し
よ
う
と
し
た
か
」（
遠

藤
芳
信
）

②
　「
軍
は
兵
士
に
戦
争
を
ど
う
教
え
た
か
」（
城
丸
章
夫
）

③
　「
軍
隊
教
育
と
国
民
教
育
の
か
か
わ
り
」（
木
下
秀
明
）

④
　	「
軍
は
軍
隊
生
活
を
と
お
し
て
軍
人
精
神
を
い
か
に
た
た
き
こ
ん
だ
か
」（
太

田
卓
）

⑤
　「
軍
隊
教
育
は
い
か
な
る
教
育
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
」（
遠
藤
芳
信
）

⑥
　「
軍
隊
と
学
校
の
教
育
方
法
は
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
か
」（
遠
藤
芳
信
）

⑦
　「
戦
争
・
軍
隊
の
研
究
と
平
和
教
育
」（
城
丸
章
夫
）

⑧
　「
忠
節
に
つ
い
て
―
軍
人
勅
諭
と
教
育
勅
語
の
研
究
―
」（
城
丸
章
夫
）

連
載
は
八
回
で
終
了
し
て
い
る
。
同
連
載
終
了
後
、
新
た
な
連
載
「
戦
時
下
教
育
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の
研
究
の
た
め
に
」が
始
ま
っ
た
。「
軍
隊
教
育
の
研
究
」が「
戦
時
下
教
育
の
研
究
」

を
生
み
だ
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。「
戦
時
下
教
育
の
研
究
の
た
め
に
」
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　「
勤
労
奉
仕
・
勤
労
動
員
（
1
）」（
城
丸
章
夫
）

②
　「
勤
労
奉
仕
・
勤
労
動
員
（
2
）」（
城
丸
章
夫
）

③
　「
学
校
防
空
関
係
資
料
」（
城
丸
章
夫
）

同
連
載
は
三
回
で
終
了
し
た
が
、
城
丸
、
遠
藤
ら
は
そ
の
後
も
継
続
的
に
軍
隊
教

育
研
究
、
戦
時
下
教
育
研
究
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
記
し
て
お
き
た
い
五
。

（
六
）
自
然
科
学
と
戦
争
・
平
和
教
育
の
関
係
を
問
う

連
載
「
自
然
科
学
に
お
け
る
課
題
と
展
望
」
で
は
、
自
然
科
学
と
の
関
係
が
問
わ

れ
て
い
た
。
連
載
の
論
題
及
び
論
者
は
次
の
と
お
り
。

「
自
然
科
学
者
か
ら
見
た
核
兵
器
体
系
の
問
題
」（
山
田
英
二
）

「
自
然
科
学
の
発
達
と
人
間
性
」（
大
谷
省
三
）

「
核
開
発
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
科
学
者
」（
永
井
秀
明
）

「
現
代
科
学
に
お
け
る
技
術
と
平
和
の
問
題
」（
横
道
英
雄
）

「
自
然
環
境
を
守
る
闘
い
と
平
和
研
究
」（
神
山
恵
三
）

「
雷
研
究
と
避
雷
」（
北
川
信
一
郎
）

「
生
命
と
生
活
を
守
る
闘
い
と
平
和
教
育
」（
久
保
全
雄
）

「
分
子
生
物
学
の
発
展
と
今
日
の
危
機
的
状
況
」（
道
家
達
将
）

連
載
は
八
回
で
終
わ
っ
た
が
、
戦
争
・
平
和
と
自
然
科
学
と
の
関
係
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
七
）
戦
争
資
料
館
へ
の
着
目

連
載
「
戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て
」
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
第
三
六
号
か
ら
第
四
六
号

ま
で
で
あ
り
長
く
は
な
い
が
、
他
誌
で
は
あ
ま
り
扱
わ
れ
な
い
記
事
と
し
て
注
目
し

て
お
き
た
い
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
戦
争
資
料
館
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
阪
府
平
和
祈
念
戦
争
資
料
室

広
島
平
和
記
念
資
料
館

ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
の
開
館
に
寄
せ
て

長
崎
国
際
文
化
会
館

第
五
福
竜
丸
展
示
館

南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー

大
久
野
島
・
毒
ガ
ス
資
料
館

平
和
資
料
館
〝
草
の
家
〟
―
―
高
知

戦
災
復
興
記
念
館
―
―
宮
城

戦
災
復
興
記
念
館
―
―
神
奈
川

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
―
―
京
都
―
―

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
・
大
阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー

埼
玉
平
和
資
料
館

同
連
載
の
後
、
ピ
ー
タ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ダ
ン
ガ
ン
「
平
和
博
物
館
と
平
和

教
育
　
上・下
」、安
斎
育
郎
「
平
和
博
物
館
運
動
の
現
状
と
課
題
」、山
根
和
代
「
世

界
と
日
本
の
平
和
博
物
館
」
と
い
っ
た
論
考
・
解
説
も
掲
載
さ
れ
た
。
本
誌
は
こ
う

し
た
国
際
的
な
平
和
博
物
館
運
動
に
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。近
年
、

戦
争
資
料
館
を
主
題
に
し
た
単
行
本
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
六
、
戦
争
資
料

館
の
現
状
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
七
。

（
八
）
戦
争
・
平
和
・
平
和
教
育
体
験
記

「
私
の
戦
争
体
験
」
も
長
期
間
続
い
た
記
事
で
あ
る
。

「
私
の
平
和
教
育
」
が
一
定
期
間
続
い
た
が
、こ
の
間
に
「
わ
た
し
の
授
業
」、「
私
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が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ
」、「
わ
た
し
が
平
和
（
平
和
教
育
）
の
大
切
さ
に
め

ざ
め
た
と
き
」
の
記
事
が
創
り
出
さ
れ
、
断
続
的
に
長
期
間
続
い
た
。
経
験
談
を
掲

載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
和
教
育
に
対
す
る
距
離
感
を
縮
め
、
平
和
教
育
の
研
究
と

教
育
実
践
へ
誘
う
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
九
）
そ
の
ほ
か

廃
刊
近
く
に
連
載
さ
れ
た
「
戦
後
日
本
の
平
和
教
育
の
歴
史
（
試
論
）」（
佐
貫
浩

執
筆
）
は
、時
期
区
分
論
を
展
開
し
て
お
り
、戦
後
日
本
平
和
教
育
史
だ
け
で
な
く
、

戦
後
日
本
教
育
史
を
考
え
る
上
で
も
必
読
の
論
考
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
コ
ー
ナ
ー
は
あ
る
が
、
単
発
的
、
あ
る
い
は
短
期
間

で
掲
載
が
終
了
し
て
い
た
。

ま
と
め
に
か
え
て

こ
の
よ
う
に
、『
平
和
教
育
』
誌
は
論
文
と
教
育
実
践
報
告
を
主
体
と
し
て
い
た
。

記
事
は
断
続
的
で
は
あ
る
が
長
期
に
及
ぶ
も
の
、
名
称
を
変
え
な
が
ら
長
期
間
掲
載

さ
れ
た
も
の
、
短
期
間
で
終
了
し
た
も
の
な
ど
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
事
の

種
類
は
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
生
成
と
発
展
的
解
消
が
図
ら
れ
た
と
み
ら
れ
、
状
況

に
応
じ
て
試
行
と
工
夫
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
記
事
の
種

類
の
変
遷
は
平
和
教
育
運
動
推
進
の
試
行
錯
誤
の
過
程
で
あ
り
、
各
種
の
記
事
は
平

和
教
育
推
進
の
た
め
の
視
野
や
対
象
の
範
囲
を
確
認
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
機
会
を
改
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
の
内
容
を
検
討
し
、『
平
和
教
育
』

誌
の
記
事
の
も
つ
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

一	
	

丸
山
剛
史・外
池
彩
萌「
日
本
平
和
教
育
研
究
協
議
会
と
雑
誌『
平
和
教
育
』（
一
）　

―
雑
誌
創
刊
の
経
緯
―
」『
宇
都
宮
大
学
共
同
教
育
学
部
研
究
紀
要
　
第
一
部
』

第
七
二
号
、
二
〇
二
二
年
、
五
一
九
―
五
三
六
ペ
ー
ジ
。

二
　	

確
認
し
た
限
り
で
は
次
の
四
館
に
限
定
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
大
阪
教
育
大
学

附
属
図
書
館
、
文
教
大
学
越
谷
図
書
館
、
北
海
道
教
育
大
学
附
属
図
書
館
、
和

光
大
学
附
属
梅
根
記
念
図
書
・
情
報
館
。

三
　�

遠
藤
芳
信「
天
皇
制
分
析
と
軍
隊
教
育
研
究
の
意
義
　
―
第
10
巻
解
説
―
」『
城

丸
章
夫
著
作
集
　
第
一
〇
巻
　
軍
隊
教
育
と
国
民
教
育
』
青
木
書
店
、

一
九
九
二
年
、
二
九
七
―
三
一
二
ペ
ー
ジ
。

四
　	

関
連
す
る
先
行
研
究
と
し
て
幸
田
国
広
「
国
語
教
科
書
に
お
け
る
戦
争
平
和
教

材
の
位
相
」（『
国
語
教
育
史
研
究
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
七
年
、
八
九
―
九
九

ペ
ー
ジ
）
が
あ
る
。

五
　�

城
丸
に
関
し
て
は
著
作
集
刊
行
後
、『
戦
争
・
安
保
・
道
徳
　
―
平
和
教
育
研

究
ノ
ー
ト
―
』（
あ
ゆ
み
出
版
、
一
九
九
三
年
）
が
著
さ
れ
た
。
遠
藤
に
関
し

て
は
『
近
代
日
本
の
戦
争
計
画
の
成
立
　
―
近
代
日
本
陸
軍
動
員
計
画
策
定
史

研
究
―
』（
桜
井
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
が
著
さ
れ
た
。

六
　�

例
え
ば
、
志
賀
賢
治
『
広
島
平
和
記
念
資
料
館
は
問
い
か
け
る
』
岩
波
新
書
、

二
〇
二
〇
年
。

七
　�「
平
和
祈
念
展
示
資
料
館
（
総
務
省
委
託
）」
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
「
リ
ン
ク
集
」

に
各
地
の
関
連
施
設
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
連
載
「
戦
争
資
料
館
」

で
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
施
設
も
あ
る
（https://w

w
w
.heiw

akinen.
go.jp/link-index/

　
二
〇
二
二
年
一
〇
月
三
日
最
終
閲
覧
）。

令
和
四
年
十
月
三
日
受
理
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表.『平和教育』誌の記事

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77

主張

提言

論文

実践記録

実践

実践と理論（理論と実践）

資料室

資料

実践・資料室

実践・報告（実践レポート）

各地からの報告（レポート）

調査

各地の動き

教室の窓から 子どもたちは、今･･･

戦争児童文学の紹介とその実践

レポート

私の戦争体験

私の平和教育

わたしの授業

連載 私が平和教育をはじめたころ

わたしが平和（平和教育）の大切さにめざめたとき

連載 平和教育入門講座

教材研究 この教材で子どもに何を教えるか

子どもの詩

教師と子どもとの出会い

インタビュー

連載 作家と作品

連載 軍隊教育の研究

連載 自然科学における課題と展望

連載 戦時下教育の研究のために

連載 私の本棚

連載 戦争資料館を訪ねて

連載 戦後日本の平和教育の歴史（試論）

マスコミの動向

児童文化

日平研図書室

図書紹介

書評

映画紹介

評論

日平研の窓

こだま 読者のひろば

時代を見る眼

世界の平和教育・運動の方向

インフォメーション

注.着色部は記事が掲載されたことを示している。
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表.『平和教育』誌の記事

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77

主張

提言

論文

実践記録

実践

実践と理論（理論と実践）

資料室

資料

実践・資料室

実践・報告（実践レポート）

各地からの報告（レポート）

調査

各地の動き

教室の窓から 子どもたちは、今･･･

戦争児童文学の紹介とその実践

レポート

私の戦争体験

私の平和教育

わたしの授業

連載 私が平和教育をはじめたころ

わたしが平和（平和教育）の大切さにめざめたとき

連載 平和教育入門講座

教材研究 この教材で子どもに何を教えるか

子どもの詩

教師と子どもとの出会い

インタビュー

連載 作家と作品

連載 軍隊教育の研究

連載 自然科学における課題と展望

連載 戦時下教育の研究のために

連載 私の本棚

連載 戦争資料館を訪ねて

連載 戦後日本の平和教育の歴史（試論）

マスコミの動向

児童文化

日平研図書室

図書紹介

書評

映画紹介

評論

日平研の窓

こだま 読者のひろば

時代を見る眼

世界の平和教育・運動の方向

インフォメーション

注.着色部は記事が掲載されたことを示している。
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資資
料料  

雑雑
誌誌
『『
平平
和和
教教
育育
』』
目目
次次
（（
二二
））  

 

第第
二二
三三
号号  
一一
九九
八八
六六
年年
七七
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

生
き
る
め
あ
て
を
育
て
る
平
和
教
育 

主
張 

教
育
の
国
際
化
と
い
う
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
合
章
（
五
） 

論
文 

 

生
き
る
め
あ
て
を
育
て
る
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
八
） 

 

人
間
の
尊
厳
に
科
学
的
社
会
認
識
の
裏
づ
け
を 

 
 
 
 
 

本
多
公
栄
（
一
六
） 

実
践
記
録 

生
き
る
め
あ
て
を
ど
う
育
て
る
か 

 

戦
後
史
を
学
ぶ
中
で
平
和
を
問
い
続
け
る 

 
 
 
 
 
 

谷
田
川
和
夫
（
二
四
） 

 

人
権
と
平
和
を
中
核
に
す
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滝
安
資
治
（
三
二
） 

 

平
和
と
民
主
主
義
の
灯
を
と
も
す
文
化
祭 

 
 
 
 
 
 
 

磯
山
和
子
（
四
〇
） 

 

「
生
き
る
力
」
を
育
て
あ
う
地
域
の
異
年
齢
集
団
づ
く
り 

開
木
美
那
子
（
四
八
） 

日
平
研
図
書
室 

写
真
集 

女
た
ち
の
昭
和
史
／
大
月
書
店
刊 

 
 
 
 

（
五
六
） 

山
田
洋
次
さ
ん
・
猿
橋
勝
子
さ
ん
の
「
子
ど
も
た
ち
へ
の
呼
び
か
け
」
に
応
え
る 

 

わ
た
し
た
ち
も
考
え
行
動
を
は
じ
め
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
部
（
六
六
） 

 

わ
た
し
た
ち
の
未
来
は
わ
た
し
た
ち
で
責
任
を
も
つ 

 
 
 

今
井
健
夫
（
七
〇
） 

 

お
や
じ
と
創
る
「
中
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
中
で 

 
 
 
 

北
村
次
郎
（
七
六
） 

 

わ
た
し
た
ち
も
平
和
を
守
る
に
な
い
手
に 

 
 
 
 
 
 

本
間
美
智
子
（
八
四
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト―

―

九
州
・
大
牟
田 

 

市
民
の
心
を
動
か
し
た
地
域
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 

下
川
真
剛
（
五
八
） 

連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
信
雄
（
六
二
） 

教
材
研
究 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

子
ど
も
の
感
性
と
ひ
び
き
あ
う
よ
い
教
材
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
沢
純
夫
（
九
〇
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 

娘
か
ら
三
宅
島
の
母
へ 

野
崎
忍
／
三
宅
島
の
母
よ
り
娘
へ 

釜
地
は
ま
（
九
八
） 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
八
五
） 

実
践
・
資
料
室 

変
わ
っ
て
き
た
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
作
戦 

 
 
 
 
 
 
 

（
八
六
） 

 

第第
二二
四四
号号  

一一
九九
八八
六六
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

い
じ
め
・
暴
力
に
た
ち
む
か
う
ち
か
ら 

主
張 

「
い
じ
め
」
問
題
と
平
和
を
め
ざ
す
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

深
山
正
光
（
五
） 

論
文 

 

平
和
に
生
き
る
権
利
と
は
な
に
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
内
常
一
（
八
） 

 

い
じ
め
・
暴
力
に
た
ち
む
か
う
子
ど
も
の
ち
か
ら 

 
 
 
 
 

服
部
潔
（
一
六
） 

実
践
記
録 

い
じ
め
・
暴
力
に
た
ち
む
か
う
ち
か
ら
を
ど
う
育
て
る
か 

 

「
暴
力
、
言
葉
の
暴
力
を
な
く
す
全
校
集
会
」
に
取
り
組
ん
で 

 

市
川
広
義
（
二
四
） 

 

実
態
を
み
つ
め
、
と
こ
と
ん
話
し
合
う
な
か
で 

 
 
 
 
 
 

大
和
繁
（
三
二
） 

 

「
暴
力
・
い
じ
め
の
な
い
明
る
い
学
校
」
を
め
ざ
し
て 

 
 

能
重
真
作
（
四
〇
） 

日
平
研
図
書
室 

手
塚
治
虫
作 

ア
ド
ル
フ
に
告
ぐ
／
文
藝
春
秋
刊 

 
 

（
四
八
） 

座
談
会 

い
じ
め
・
暴
力
に
た
ち
む
か
う
ち
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
貫
浩
・
川
辺
克
巳
・
望
月
達
雄
（
五
〇
） 

“
子
ど
も
た
ち
へ
の
呼
び
か
け
”
に
応
え
て 

 

日
本
人
が
し
て
き
た
こ
と
を
正
し
く
と
ら
え
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
生
か
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
岡
正
郷
（
六
七
） 

 

「
呼
び
か
け
」
に
こ
た
え
ら
れ
る
人
間
に
な
る 

 
 
 
 
 
 

根
岸
泉
（
七
一
） 

教
材
研
究 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

 

今
西
祐
行
・
作
「
あ
る
ハ
ン
ノ
キ
の
話
」 

 
 
 
 
 
 
 

小
松
崎
進
（
七
六
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
た
め
に 

関
口
勲
（
八
六
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育―

―

長
崎
の
地
で 

 
修
学
旅
行
生
に
語
り
つ
づ
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
田
斐
男
（
九
〇
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

大
詔
奉
戴
日
の
こ
と 

 
 
 
 
 

足
立
郁
男
（
九
九
） 

実
践
・
資
料
室 

旧
制
中
学
校
の
学
校
行
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
八
四
） 

 

第第
二二
五五
号号  

一一
九九
八八
七七
年年
一一
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
平
和
教
育 

主
張 

平
和
の
問
題
を
考
え
る
力
を
育
て
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
五
） 

論
文 

こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
川
時
彦
（
七
） 

実
践
記
録 

こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
平
和
教
育 

 

い
の
ち
の
大
切
さ
を
教
え
る
こ
と
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

寺
内
和
子
（
一
六
） 

 

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
“
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
”
を
つ
く
り
あ
げ
て 

 

鍵
山
和
美
（
二
二
） 

 

「
人
間
の
尊
厳
」
を
大
切
に
す
る
教
師
・
学
校 

 
 
 
 

小
宮
山
陽
子
（
二
八
） 

 

“
平
和
”
を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
ピ
ー
チ
指
導 

 
 
 
 
 
 

市
古
博
一
（
三
四
） 

 

平
和
を
守
る
た
め
に
い
ま
高
校
生
は
何
を 

 
 
 
 
 
 
 

長
井
正
和
（
四
二
） 

 

実
践
記
録
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
四
八
） 

日
平
研
図
書
室 

早
乙
女
勝
元
編 

タ
ー
ニ
ャ
の
詩
／
草
の
根
出
版
会
刊 

（
五
二
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら―

―

国
語
・
社
会 

 

文
学
の
感
動
を
と
お
し
て
「
人
間
ら
し
い
心
」
を 

 
 
 
 

河
島
孝
子
（
五
四
） 

 

録
音
と
復
刻
史
料
に
も
と
づ
く
戦
争
体
験
学
習 

 
 
 
 
 

梶
野
茂
男
（
六
二
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト―

―

大
阪 

 

地
域
に
根
ざ
す
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寺
田
英
夫
（
七
一
） 

読
切
・
連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 
 

土
田
光
孝
（
七
五
） 

レ
ポ
ー
ト 

 

空
襲
時
刻
表
を
作
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
口
精
一
（
七
九
） 

 

自
主
教
材
「
わ
た
し
た
ち
と
朝
鮮
」
を
作
っ
て―

―

駒
崎
亮
太
先
生
に
聞
く 

（
八
四
） 

連
載 

教
材
研
究 

群
読
「
人
間
を
か
え
せ
」
に
と
り
く
ん
で 

田
宮
輝
夫
（
八
六
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
七
） 

 

「
生
き
方
を
見
つ
め
る
」
子
ど
も
た
ち
の
目 

 
 
 
 
 

馬
渕
由
紀 

 

日
本
語
を
話
す
韓
国
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽
田
正
国 

実
践
・
資
料
室 

名
古
屋
大
学
平
和
憲
章
（
全
文
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
六
八
） 

 

第第
二二
六六
号号  

一一
九九
八八
七七
年年
四四
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

戦
争
体
験
学
習
を
問
い
直
す 

主
張 

戦
争
体
験
学
習
を
問
い
直
す
こ
と
の
意
味 

 
 
 
 
 
 
 

根
岸
泉
（
五
） 

論
文 

 

戦
争
体
験
学
習
を
問
い
直
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
貫
浩
（
八
） 

 

「
語
り
つ
ぐ
戦
争
体
験
」
か
ら
「
問
い
か
け
る
戦
争
学
習
」
へ 

 

安
達
喜
彦
（
一
六
） 

実
践
記
録 

戦
争
体
験
学
習
を
ど
う
す
す
め
て
き
た
か 

 

聞
く
こ
と
を
と
お
し
て
事
実
を
知
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
野
照
雄
（
二
四
） 

 

地
域
か
ら
中
国
侵
略
の
実
像
を
み
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
樫
康
雄
（
三
二
） 

「
原
爆
犯
罪
」
を
問
い
つ
づ
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

椎
名
麻
紗
枝
（
四
一
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

人
間
を
愛
し
、
命
や
人
権
を
だ
い
じ
に
す
る
心
を 

 
 
 
 
 

松
田
哲
（
五
〇
） 

 

身
近
な
地
域
に
戦
争
が
あ
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
松
正
秀
（
五
六
） 

日
平
研
図
書
室 

英
伸
三
・
桑
原
史
成
・
中
村
梧
郎
著 

写
真
で
何
が
で
き
る
か 

（
四
八
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト―

―

神
奈
川 

 

平
和
に
生
き
る
道
す
じ
を
求
め
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
康
雄
（
六
二
） 

読
切
・
連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 
 

岩
井
幹
明
（
六
六
） 

レ
ポ
ー
ト 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
教
科
書
と
日
本
の
戦
争
責
任 

 

高
嶋
伸
欣
（
七
〇
） 

子
ど
も
と
と
も
に 

自
分
や
社
会
を
見
つ
め
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

馬
渕
由
紀
（
七
五
） 

連
載 

教
材
研
究 

「
真
実
と
愛
」
を
も
と
に
し
た
人
間
的
文
化
的
英
語
授
業
を
め
ざ

し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
原
成
光
（
八
一
） 

エ
ッ
セ
イ 

平
和
教
育
に
思
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
田
堯
（
八
九
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

教
育
の
論
理
を
も
っ
と
大
切
に 

 

山
本
敏
郎
（
九
八
） 

連
載
・
私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
九
六
） 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
九
） 

 

第第
二二
七七
号号  

一一
九九
八八
七七
年年
七七
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

十
五
年
戦
争
を
ど
う
教
え
る
か 
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資資
料料  

雑雑
誌誌
『『
平平
和和
教教
育育
』』
目目
次次
（（
二二
））  

 

第第
二二
三三
号号  

一一
九九
八八
六六
年年
七七
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

生
き
る
め
あ
て
を
育
て
る
平
和
教
育 

主
張 

教
育
の
国
際
化
と
い
う
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
合
章
（
五
） 

論
文 

 

生
き
る
め
あ
て
を
育
て
る
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
八
） 

 

人
間
の
尊
厳
に
科
学
的
社
会
認
識
の
裏
づ
け
を 

 
 
 
 
 

本
多
公
栄
（
一
六
） 

実
践
記
録 

生
き
る
め
あ
て
を
ど
う
育
て
る
か 

 

戦
後
史
を
学
ぶ
中
で
平
和
を
問
い
続
け
る 

 
 
 
 
 
 

谷
田
川
和
夫
（
二
四
） 

 

人
権
と
平
和
を
中
核
に
す
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滝
安
資
治
（
三
二
） 

 

平
和
と
民
主
主
義
の
灯
を
と
も
す
文
化
祭 

 
 
 
 
 
 
 

磯
山
和
子
（
四
〇
） 

 

「
生
き
る
力
」
を
育
て
あ
う
地
域
の
異
年
齢
集
団
づ
く
り 

開
木
美
那
子
（
四
八
） 

日
平
研
図
書
室 

写
真
集 

女
た
ち
の
昭
和
史
／
大
月
書
店
刊 

 
 
 
 

（
五
六
） 

山
田
洋
次
さ
ん
・
猿
橋
勝
子
さ
ん
の
「
子
ど
も
た
ち
へ
の
呼
び
か
け
」
に
応
え
る 

 

わ
た
し
た
ち
も
考
え
行
動
を
は
じ
め
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
部
（
六
六
） 

 

わ
た
し
た
ち
の
未
来
は
わ
た
し
た
ち
で
責
任
を
も
つ 

 
 
 

今
井
健
夫
（
七
〇
） 

 

お
や
じ
と
創
る
「
中
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
中
で 

 
 
 
 

北
村
次
郎
（
七
六
） 

 

わ
た
し
た
ち
も
平
和
を
守
る
に
な
い
手
に 

 
 
 
 
 
 

本
間
美
智
子
（
八
四
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト―

―

九
州
・
大
牟
田 

 

市
民
の
心
を
動
か
し
た
地
域
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 

下
川
真
剛
（
五
八
） 

連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
信
雄
（
六
二
） 

教
材
研
究 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

子
ど
も
の
感
性
と
ひ
び
き
あ
う
よ
い
教
材
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
沢
純
夫
（
九
〇
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 

娘
か
ら
三
宅
島
の
母
へ 

野
崎
忍
／
三
宅
島
の
母
よ
り
娘
へ 

釜
地
は
ま
（
九
八
） 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
八
五
） 

実
践
・
資
料
室 

変
わ
っ
て
き
た
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
作
戦 

 
 
 
 
 
 
 

（
八
六
） 

 

第第
二二
四四
号号  

一一
九九
八八
六六
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

い
じ
め
・
暴
力
に
た
ち
む
か
う
ち
か
ら 

主
張 

「
い
じ
め
」
問
題
と
平
和
を
め
ざ
す
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

深
山
正
光
（
五
） 

論
文 

 

平
和
に
生
き
る
権
利
と
は
な
に
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
内
常
一
（
八
） 

 

い
じ
め
・
暴
力
に
た
ち
む
か
う
子
ど
も
の
ち
か
ら 

 
 
 
 
 

服
部
潔
（
一
六
） 

実
践
記
録 

い
じ
め
・
暴
力
に
た
ち
む
か
う
ち
か
ら
を
ど
う
育
て
る
か 

 

「
暴
力
、
言
葉
の
暴
力
を
な
く
す
全
校
集
会
」
に
取
り
組
ん
で 

 

市
川
広
義
（
二
四
） 

 

実
態
を
み
つ
め
、
と
こ
と
ん
話
し
合
う
な
か
で 

 
 
 
 
 
 

大
和
繁
（
三
二
） 

 

「
暴
力
・
い
じ
め
の
な
い
明
る
い
学
校
」
を
め
ざ
し
て 

 
 

能
重
真
作
（
四
〇
） 

日
平
研
図
書
室 

手
塚
治
虫
作 

ア
ド
ル
フ
に
告
ぐ
／
文
藝
春
秋
刊 

 
 

（
四
八
） 

座
談
会 

い
じ
め
・
暴
力
に
た
ち
む
か
う
ち
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
貫
浩
・
川
辺
克
巳
・
望
月
達
雄
（
五
〇
） 

“
子
ど
も
た
ち
へ
の
呼
び
か
け
”
に
応
え
て 

 

日
本
人
が
し
て
き
た
こ
と
を
正
し
く
と
ら
え
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
生
か
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
岡
正
郷
（
六
七
） 

 

「
呼
び
か
け
」
に
こ
た
え
ら
れ
る
人
間
に
な
る 

 
 
 
 
 
 

根
岸
泉
（
七
一
） 

教
材
研
究 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

 

今
西
祐
行
・
作
「
あ
る
ハ
ン
ノ
キ
の
話
」 

 
 
 
 
 
 
 

小
松
崎
進
（
七
六
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
た
め
に 

関
口
勲
（
八
六
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育―

―

長
崎
の
地
で 

 

修
学
旅
行
生
に
語
り
つ
づ
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
田
斐
男
（
九
〇
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

大
詔
奉
戴
日
の
こ
と 

 
 
 
 
 

足
立
郁
男
（
九
九
） 

実
践
・
資
料
室 

旧
制
中
学
校
の
学
校
行
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
八
四
） 

 

第第
二二
五五
号号  

一一
九九
八八
七七
年年
一一
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
平
和
教
育 

主
張 

平
和
の
問
題
を
考
え
る
力
を
育
て
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
五
） 

論
文 
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
川
時
彦
（
七
） 

実
践
記
録 
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
平
和
教
育 

 

い
の
ち
の
大
切
さ
を
教
え
る
こ
と
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

寺
内
和
子
（
一
六
） 

 

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
“
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
”
を
つ
く
り
あ
げ
て 

 

鍵
山
和
美
（
二
二
） 

 

「
人
間
の
尊
厳
」
を
大
切
に
す
る
教
師
・
学
校 

 
 
 
 

小
宮
山
陽
子
（
二
八
） 

 

“
平
和
”
を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
ピ
ー
チ
指
導 

 
 
 
 
 
 

市
古
博
一
（
三
四
） 

 

平
和
を
守
る
た
め
に
い
ま
高
校
生
は
何
を 

 
 
 
 
 
 
 

長
井
正
和
（
四
二
） 

 

実
践
記
録
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
四
八
） 

日
平
研
図
書
室 

早
乙
女
勝
元
編 

タ
ー
ニ
ャ
の
詩
／
草
の
根
出
版
会
刊 

（
五
二
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら―

―
国
語
・
社
会 

 

文
学
の
感
動
を
と
お
し
て
「
人
間
ら
し
い
心
」
を 

 
 
 
 

河
島
孝
子
（
五
四
） 

 

録
音
と
復
刻
史
料
に
も
と
づ
く
戦
争
体
験
学
習 

 
 
 
 
 

梶
野
茂
男
（
六
二
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト―

―

大
阪 

 

地
域
に
根
ざ
す
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寺
田
英
夫
（
七
一
） 

読
切
・
連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 
 
 
 
 
 

土
田
光
孝
（
七
五
） 

レ
ポ
ー
ト 

 

空
襲
時
刻
表
を
作
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
口
精
一
（
七
九
） 

 

自
主
教
材
「
わ
た
し
た
ち
と
朝
鮮
」
を
作
っ
て―

―

駒
崎
亮
太
先
生
に
聞
く 

（
八
四
） 

連
載 

教
材
研
究 

群
読
「
人
間
を
か
え
せ
」
に
と
り
く
ん
で 

田
宮
輝
夫
（
八
六
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
七
） 

 

「
生
き
方
を
見
つ
め
る
」
子
ど
も
た
ち
の
目 

 
 
 
 
 

馬
渕
由
紀 

 

日
本
語
を
話
す
韓
国
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽
田
正
国 

実
践
・
資
料
室 

名
古
屋
大
学
平
和
憲
章
（
全
文
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
六
八
） 

 

第第
二二
六六
号号  

一一
九九
八八
七七
年年
四四
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

戦
争
体
験
学
習
を
問
い
直
す 

主
張 

戦
争
体
験
学
習
を
問
い
直
す
こ
と
の
意
味 

 
 
 
 
 
 
 

根
岸
泉
（
五
） 

論
文 

 

戦
争
体
験
学
習
を
問
い
直
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
貫
浩
（
八
） 

 

「
語
り
つ
ぐ
戦
争
体
験
」
か
ら
「
問
い
か
け
る
戦
争
学
習
」
へ 

 

安
達
喜
彦
（
一
六
） 

実
践
記
録 

戦
争
体
験
学
習
を
ど
う
す
す
め
て
き
た
か 

 

聞
く
こ
と
を
と
お
し
て
事
実
を
知
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
野
照
雄
（
二
四
） 

 

地
域
か
ら
中
国
侵
略
の
実
像
を
み
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
樫
康
雄
（
三
二
） 

「
原
爆
犯
罪
」
を
問
い
つ
づ
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

椎
名
麻
紗
枝
（
四
一
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

人
間
を
愛
し
、
命
や
人
権
を
だ
い
じ
に
す
る
心
を 

 
 
 
 
 

松
田
哲
（
五
〇
） 

 

身
近
な
地
域
に
戦
争
が
あ
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
松
正
秀
（
五
六
） 

日
平
研
図
書
室 

英
伸
三
・
桑
原
史
成
・
中
村
梧
郎
著 

写
真
で
何
が
で
き
る
か 

（
四
八
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト―

―

神
奈
川 

 

平
和
に
生
き
る
道
す
じ
を
求
め
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
康
雄
（
六
二
） 

読
切
・
連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 
 

岩
井
幹
明
（
六
六
） 

レ
ポ
ー
ト 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
教
科
書
と
日
本
の
戦
争
責
任 

 

高
嶋
伸
欣
（
七
〇
） 

子
ど
も
と
と
も
に 

自
分
や
社
会
を
見
つ
め
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

馬
渕
由
紀
（
七
五
） 

連
載 

教
材
研
究 

「
真
実
と
愛
」
を
も
と
に
し
た
人
間
的
文
化
的
英
語
授
業
を
め
ざ

し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
原
成
光
（
八
一
） 

エ
ッ
セ
イ 

平
和
教
育
に
思
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
田
堯
（
八
九
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

教
育
の
論
理
を
も
っ
と
大
切
に 

 

山
本
敏
郎
（
九
八
） 

連
載
・
私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
九
六
） 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
九
） 

 

第第
二二
七七
号号  

一一
九九
八八
七七
年年
七七
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

十
五
年
戦
争
を
ど
う
教
え
る
か 
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主
張 

十
五
年
戦
争
の
教
材
化
を
め
ぐ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
五
） 

論
文 
十
五
年
戦
争
を
ど
う
教
え
る
か 

―

あ
る
戦
術
的
な
シ
ナ
リ
オ―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
羽
清
隆
（
八
） 

実
践
記
録 

 

加
害
と
生
命
と
人
間
性
を
考
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
俣
寿
夫
（
一
八
） 

 

中
学
校
の
十
五
年
戦
争
学
習 

―

そ
の
視
点
と
プ
ラ
ン 

 
 

鮎
川
伸
夫
（
二
六
） 

私
と
十
五
年
戦
争 

 

十
五
年
戦
争
体
験
の
伝
承 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
田
栄
正 

 

“
女
の
戦
争
責
任
”
を
め
ぐ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
田
佐
代
子 

 

戦
争
犯
罪
と
戦
犯
へ
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
永
正
三 

 

反
戦
兵
士
と
し
て
生
き
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
田
毅 

座
談
会 

戦
争
学
習
の
基
本
的
視
点 

―

人
間
の
生
き
方
と
重
ね
て
戦
争
を
問
い
直
す

―
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
勝
男
・
安
井
俊
夫
・
鬼
頭
明
成
・
佐
貫
浩
（
四
三
） 

読
切
・
連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 

世
良
九
州
男
（
六
〇
） 

私
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

ど
の
子
に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
哲
夫
（
六
四
） 

 

書
に
よ
る
平
和
の
詩
句
制
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
下
弘
（
七
〇
） 

実
践 

二
十
万
人
の
顔
写
真
を
集
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
山
泰
昇
（
七
七
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

平
和
教
育
の
学
習
課
題
を
求
め
て 

 

安
達
喜
彦
（
八
〇
） 

レ
ポ
ー
ト 

国
家
秘
密
法
案
が
告
げ
る
“
新
た
な
戦
前
” 

 
 

梅
田
正
己
（
八
四
） 

論
文 

大
学
に
お
け
る
平
和
教
育 
―

調
査
報
告
と
課
題 

 
 

藤
田
秀
雄
（
八
八
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
八
） 

 

い
ま
こ
そ
平
和
教
育
を 

 

子
ど
も
の
日
と
世
界
の
平
和 

日
平
研
図
書
室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
八
） 

私
の
本
棚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
九
六
） 

 

第第
二二
八八
号号  

一一
九九
八八
七七
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

文
学
作
品
で
戦
争
を
ど
う
教
え
る
か 

主
張 

文
学
教
育
と
状
況
の
認
識 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
川
時
彦
（
五
） 

論
文 

 

文
学
・
文
学
者
と
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
住
正
己
（
八
） 

 

平
和
の
イ
メ
ー
ジ 

―

『
川
と
ノ
リ
オ
』
を
ど
う
教
え
る
か―

 

 

浜
本
純
逸
（
一
六
） 

実
践
記
録 

文
学
作
品
で
戦
争
を
ど
う
教
え
た
か 

 

戦
争
児
童
文
学
を
と
お
し
て
“
生
命
”
と
“
愛
”
を 

 
 
 

松
本
幸
久
（
二
三
） 

 

文
学
の
語
る
「
と
り
ま
く
社
会
状
況
と
人
間
」
を
ど
う
読
ま
せ
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
杉
百
合
子
（
三
一
） 

 

人
権
の
海
に
泳
ぐ
授
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅
野
博
行
（
三
九
） 

青
年
期
に
お
け
る
読
書
指
導
を
ど
う
す
す
め
る
か 

 

社
会
と
人
生
に
向
か
う
主
体
的
な
人
間
作
り
を 

 
 
 
 
 

山
本
明
弘
（
四
七
） 

わ
た
し
の
選
ん
だ
三
冊
の
本 

 

 

鈴
木
昭
一
・
知
念
正
直
・
野
口
健
・
吉
原
公
一
郎
・
天
野
卓
郎
（
五
六
） 

日
平
研
図
書
室 

岩
波
写
真
文
庫
50 

戦
争
と
日
本
人―

―

あ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
記

録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
四
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら―

―

小
学
校
・
音
楽 

 

す
ぐ
れ
た
教
材
の
発
見
と
授
業
の
創
造 

 
 
 
 
 
 
 
 

江
種
祐
司
（
六
一
） 

読
切 

連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 

鈴
木
幸
太
郎
（
六
七
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

長
野 

 

平
和
が
好
き
で
す
夢
が
あ
る
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
内
瑛
（
七
一
） 

沖
縄
か
ら
の
報
告 

沖
縄
に
お
け
る
平
和
教
育
の
実
践 

 
 
 

大
城
将
保
（
七
五
） 

エ
ッ
セ
イ 

平
和
教
育―

―

今
問
わ
れ
て
い
る
も
の 

 
 
 
 

吉
村
徳
蔵
（
八
四
） 

時
代
を
見
る
眼 

い
ま
だ
に
謎
の
被
爆
の
実
相 

 
 
 
 
 
 

安
斎
育
郎
（
九
四
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
九
） 

 

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
々
山
国
広 

 

わ
が
妻
、
四
十
二
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
本
邦
人 

資
料
室 

子
ど
も
の
人
権
宣
言

‘87                               

（
八
二
） 

連
載
・
私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
九
六
） 

 

第第
二二
九九
号号  

一一
九九
八八
八八
年年
一一
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

子
ど
も
の
文
化
状
況
に
き
り
こ
む
平
和
教
育 

主
張 

暴
力
・
低
俗
文
化
追
放
は
平
和
教
育
の
重
要
課
題 

 
 
 

藤
田
秀
雄
（
五
） 

論
文 

 

平
和
教
育
の
視
点
か
ら
映
像
文
化
の
検
討
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
子
順
（
八
） 

 

学
校
は
文
化
の
と
り
で
と
な
り
う
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
一
六
） 

実
践
記
録 

 

真
正
面
か
ら
性
と
い
の
ち
の
教
育
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
久
勝
（
二
二
） 

 

人
間
ら
し
さ
よ
こ
ん
に
ち
は 

無
感
覚
・
無
関
心
・
無
感
動
よ
さ
ら
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
方
繁
利
（
三
〇
） 

 

高
校
生
の
性
と
学
習
権 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田
和
子
（
三
九
） 

い
ま
、
子
ど
も
文
化
は 

 
 

金
田
茂
郎
・
広
瀬
恒
子
・
金
子
さ
と
み
・
近
藤
郁
夫
・
家
本
芳
郎
（
四
七
） 

日
平
研
図
書
室 

山
田
梅
雄
写
真
集 

み
つ
め
る
瞳 

地
域
・
平
和
・
連
帯
（
五
六
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

中
学
校
・
家
庭
科 

 

平
和
へ
の
思
い
を
モ
チ
ー
フ
づ
く
り
に
こ
め
て 

 
 
 
 

藤
本
寿
美
子
（
五
八
） 

読
切
・
連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 
 

本
間
繁
輝
（
六
五
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

子
ど
も
の
心
を
と
ら
え
る
平
和
教
育 

大
谷
美
子
（
六
九
） 

日
平
研
第
15
回
全
国
平
和
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
レ
ポ
ー
ト
か
ら 

 

“
つ
り
石
”
が
語
る
戦
争
の
歴
史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
田
一
彦
（
七
三
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

生
活
さ
せ
て
、
表
現
へ
、
そ
し
て
話
し
合
い
を 

 

江
口
季
好
（
八
一
） 

時
代
を
見
る
眼 

ビ
キ
ニ
事
件
と
核
の
冬 

 
 
 
 
 
 
 
 

安
斎
育
郎
（
九
四
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

再
び
三
宅
島
か
ら 

 
 

釜
地
は
ま
・
野
崎
忍
（
九
八
） 

資
料
室 

パ
ン
フ
・
生
き
て
い
る
う
ち
に
核
兵
器
廃
絶
と
援
護
法
を 

 
 

（
九
〇
） 

連
載
・
私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
九
六
） 

 

第第
号号
三三
〇〇
号号  

一一
九九
八八
八八
年年
四四
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

加
害
を
ど
う
教
え
る
か 

主
張 

被
害
と
加
害
を
教
え
て
子
ど
も
に
何
を
育
て
る
の
か 

 
 

横
川
嘉
範
（
五
） 

論
文 

 

日
本
の
侵
略
戦
争
と
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
原
彰
（
九
） 

 

加
害
を
教
え
る
こ
と
の
意
味 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
敏
彦
（
一
七
） 

実
践
記
録 

加
害
を
ど
う
教
え
る
か 

 

「
加
害
」
を
意
識
し
な
が
ら
歴
史
授
業
の
中
で 

 
 
 
 
 

忍
岡
妙
子
（
二
五
） 

 

南
京
事
件
を
教
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
井
省
三
（
三
三
） 

 

十
五
年
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
を
学
ぶ 

 
 

木
村
宏
一
郎
（
四
一
） 

教
科
書
裁
判
で
の
証
言
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
賢
二
（
五
〇
） 

教
科
書
検
討
で
学
ん
だ
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
田
哲
子
（
五
四
） 

教
科
書
裁
判
沖
縄
法
廷
の
意
味 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
五
八
） 

日
平
研
図
書
室 

西
島
有
厚
著 

切
手
で
読
む
第
二
次
世
界
大
戦 

 
 
 

（
六
〇
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

小
学
校
・
特
別
活
動 

 

世
界
の
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
生
き
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
崎
克
昭
（
六
二
） 

読
切 

連
載 

 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎
貫
一
（
六
九
） 

首
都
東
京
の
二
つ
の
資
料
館
を
め
ぐ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

根
岸
泉
（
七
三
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

集
団
疎
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
貞
夫
（
七
七
） 

レ
ポ
ー
ト 

フ
ラ
ン
ス
よ
り 

平
和
思
想
の
継
承 

 

ミ
ホ
・
シ
ボ
＝
新
聞
（
八
〇
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

平
和
へ
の
思
い
を
子
ど
も
の
心
に
と
ど
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
岡
和
範
（
八
六
） 

時
代
を
見
る
眼 

「
平
和
技
術
」
と
「
軍
事
技
術
」
の
間 

 
 

安
斎
育
郎
（
九
四
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
八
） 

 

い
ま
始
ま
っ
た
私
の
沖
縄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
藤
賢
司 

 

生
命
の
賛
歌
と
し
て
の
平
和
教
育
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
沢
均 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
三
） 

連
載 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
九
六
） 
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主
張 

十
五
年
戦
争
の
教
材
化
を
め
ぐ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
五
） 

論
文 

十
五
年
戦
争
を
ど
う
教
え
る
か 

―

あ
る
戦
術
的
な
シ
ナ
リ
オ―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
羽
清
隆
（
八
） 

実
践
記
録 

 

加
害
と
生
命
と
人
間
性
を
考
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝
俣
寿
夫
（
一
八
） 

 

中
学
校
の
十
五
年
戦
争
学
習 

―

そ
の
視
点
と
プ
ラ
ン 

 
 

鮎
川
伸
夫
（
二
六
） 

私
と
十
五
年
戦
争 

 

十
五
年
戦
争
体
験
の
伝
承 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
田
栄
正 

 

“
女
の
戦
争
責
任
”
を
め
ぐ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
田
佐
代
子 

 

戦
争
犯
罪
と
戦
犯
へ
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
永
正
三 

 

反
戦
兵
士
と
し
て
生
き
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
田
毅 

座
談
会 

戦
争
学
習
の
基
本
的
視
点 

―

人
間
の
生
き
方
と
重
ね
て
戦
争
を
問
い
直
す

―
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木
勝
男
・
安
井
俊
夫
・
鬼
頭
明
成
・
佐
貫
浩
（
四
三
） 

読
切
・
連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 

世
良
九
州
男
（
六
〇
） 

私
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

ど
の
子
に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
哲
夫
（
六
四
） 

 

書
に
よ
る
平
和
の
詩
句
制
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
下
弘
（
七
〇
） 

実
践 

二
十
万
人
の
顔
写
真
を
集
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
山
泰
昇
（
七
七
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

平
和
教
育
の
学
習
課
題
を
求
め
て 

 

安
達
喜
彦
（
八
〇
） 

レ
ポ
ー
ト 

国
家
秘
密
法
案
が
告
げ
る
“
新
た
な
戦
前
” 

 
 

梅
田
正
己
（
八
四
） 

論
文 

大
学
に
お
け
る
平
和
教
育 

―

調
査
報
告
と
課
題 

 
 

藤
田
秀
雄
（
八
八
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
八
） 

 

い
ま
こ
そ
平
和
教
育
を 

 

子
ど
も
の
日
と
世
界
の
平
和 

日
平
研
図
書
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
八
） 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
九
六
） 

 

第第
二二
八八
号号  

一一
九九
八八
七七
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

文
学
作
品
で
戦
争
を
ど
う
教
え
る
か 

主
張 

文
学
教
育
と
状
況
の
認
識 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
川
時
彦
（
五
） 

論
文 

 

文
学
・
文
学
者
と
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
住
正
己
（
八
） 

 

平
和
の
イ
メ
ー
ジ 

―

『
川
と
ノ
リ
オ
』
を
ど
う
教
え
る
か―

 

 

浜
本
純
逸
（
一
六
） 

実
践
記
録 

文
学
作
品
で
戦
争
を
ど
う
教
え
た
か 

 

戦
争
児
童
文
学
を
と
お
し
て
“
生
命
”
と
“
愛
”
を 

 
 
 

松
本
幸
久
（
二
三
） 

 

文
学
の
語
る
「
と
り
ま
く
社
会
状
況
と
人
間
」
を
ど
う
読
ま
せ
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
杉
百
合
子
（
三
一
） 

 

人
権
の
海
に
泳
ぐ
授
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅
野
博
行
（
三
九
） 

青
年
期
に
お
け
る
読
書
指
導
を
ど
う
す
す
め
る
か 

 

社
会
と
人
生
に
向
か
う
主
体
的
な
人
間
作
り
を 

 
 
 
 
 

山
本
明
弘
（
四
七
） 

わ
た
し
の
選
ん
だ
三
冊
の
本 

 

 

鈴
木
昭
一
・
知
念
正
直
・
野
口
健
・
吉
原
公
一
郎
・
天
野
卓
郎
（
五
六
） 

日
平
研
図
書
室 

岩
波
写
真
文
庫
50 

戦
争
と
日
本
人―

―

あ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
記

録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
四
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら―

―

小
学
校
・
音
楽 

 

す
ぐ
れ
た
教
材
の
発
見
と
授
業
の
創
造 

 
 
 
 
 
 
 
 

江
種
祐
司
（
六
一
） 

読
切 

連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 

鈴
木
幸
太
郎
（
六
七
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

長
野 

 

平
和
が
好
き
で
す
夢
が
あ
る
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
内
瑛
（
七
一
） 

沖
縄
か
ら
の
報
告 

沖
縄
に
お
け
る
平
和
教
育
の
実
践 

 
 
 

大
城
将
保
（
七
五
） 

エ
ッ
セ
イ 

平
和
教
育―

―

今
問
わ
れ
て
い
る
も
の 

 
 
 
 

吉
村
徳
蔵
（
八
四
） 

時
代
を
見
る
眼 

い
ま
だ
に
謎
の
被
爆
の
実
相 

 
 
 
 
 
 

安
斎
育
郎
（
九
四
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
九
） 

 

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
々
山
国
広 

 

わ
が
妻
、
四
十
二
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
本
邦
人 

資
料
室 

子
ど
も
の
人
権
宣
言

‘87                               

（
八
二
） 

連
載
・
私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
九
六
） 

 
第第
二二
九九
号号  

一一
九九
八八
八八
年年
一一
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 
子
ど
も
の
文
化
状
況
に
き
り
こ
む
平
和
教
育 

主
張 

暴
力
・
低
俗
文
化
追
放
は
平
和
教
育
の
重
要
課
題 

 
 
 

藤
田
秀
雄
（
五
） 

論
文 

 

平
和
教
育
の
視
点
か
ら
映
像
文
化
の
検
討
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
子
順
（
八
） 

 

学
校
は
文
化
の
と
り
で
と
な
り
う
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
一
六
） 

実
践
記
録 

 

真
正
面
か
ら
性
と
い
の
ち
の
教
育
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
和
久
勝
（
二
二
） 

 

人
間
ら
し
さ
よ
こ
ん
に
ち
は 

無
感
覚
・
無
関
心
・
無
感
動
よ
さ
ら
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
方
繁
利
（
三
〇
） 

 

高
校
生
の
性
と
学
習
権 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田
和
子
（
三
九
） 

い
ま
、
子
ど
も
文
化
は 

 
 

金
田
茂
郎
・
広
瀬
恒
子
・
金
子
さ
と
み
・
近
藤
郁
夫
・
家
本
芳
郎
（
四
七
） 

日
平
研
図
書
室 

山
田
梅
雄
写
真
集 

み
つ
め
る
瞳 
地
域
・
平
和
・
連
帯
（
五
六
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

中
学
校
・
家
庭
科 

 

平
和
へ
の
思
い
を
モ
チ
ー
フ
づ
く
り
に
こ
め
て 
 
 
 
 

藤
本
寿
美
子
（
五
八
） 

読
切
・
連
載 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 
 

本
間
繁
輝
（
六
五
） 

各
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

子
ど
も
の
心
を
と
ら
え
る
平
和
教
育 

大
谷
美
子
（
六
九
） 

日
平
研
第
15
回
全
国
平
和
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
レ
ポ
ー
ト
か
ら 

 

“
つ
り
石
”
が
語
る
戦
争
の
歴
史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
田
一
彦
（
七
三
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

生
活
さ
せ
て
、
表
現
へ
、
そ
し
て
話
し
合
い
を 

 

江
口
季
好
（
八
一
） 

時
代
を
見
る
眼 

ビ
キ
ニ
事
件
と
核
の
冬 

 
 
 
 
 
 
 
 

安
斎
育
郎
（
九
四
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

再
び
三
宅
島
か
ら 

 
 

釜
地
は
ま
・
野
崎
忍
（
九
八
） 

資
料
室 

パ
ン
フ
・
生
き
て
い
る
う
ち
に
核
兵
器
廃
絶
と
援
護
法
を 

 
 

（
九
〇
） 

連
載
・
私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
九
六
） 

 

第第
号号
三三
〇〇
号号  

一一
九九
八八
八八
年年
四四
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

加
害
を
ど
う
教
え
る
か 

主
張 

被
害
と
加
害
を
教
え
て
子
ど
も
に
何
を
育
て
る
の
か 

 
 

横
川
嘉
範
（
五
） 

論
文 

 

日
本
の
侵
略
戦
争
と
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
原
彰
（
九
） 

 

加
害
を
教
え
る
こ
と
の
意
味 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
敏
彦
（
一
七
） 

実
践
記
録 

加
害
を
ど
う
教
え
る
か 

 

「
加
害
」
を
意
識
し
な
が
ら
歴
史
授
業
の
中
で 

 
 
 
 
 

忍
岡
妙
子
（
二
五
） 

 

南
京
事
件
を
教
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
井
省
三
（
三
三
） 

 

十
五
年
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
を
学
ぶ 

 
 

木
村
宏
一
郎
（
四
一
） 

教
科
書
裁
判
で
の
証
言
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
賢
二
（
五
〇
） 

教
科
書
検
討
で
学
ん
だ
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
田
哲
子
（
五
四
） 

教
科
書
裁
判
沖
縄
法
廷
の
意
味 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
五
八
） 

日
平
研
図
書
室 

西
島
有
厚
著 

切
手
で
読
む
第
二
次
世
界
大
戦 

 
 
 

（
六
〇
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

小
学
校
・
特
別
活
動 

 

世
界
の
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
生
き
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
崎
克
昭
（
六
二
） 

読
切 

連
載 

 

私
が
平
和
教
育
を
は
じ
め
た
こ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎
貫
一
（
六
九
） 

首
都
東
京
の
二
つ
の
資
料
館
を
め
ぐ
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

根
岸
泉
（
七
三
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

集
団
疎
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
貞
夫
（
七
七
） 

レ
ポ
ー
ト 

フ
ラ
ン
ス
よ
り 

平
和
思
想
の
継
承 

 

ミ
ホ
・
シ
ボ
＝
新
聞
（
八
〇
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

平
和
へ
の
思
い
を
子
ど
も
の
心
に
と
ど
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
岡
和
範
（
八
六
） 

時
代
を
見
る
眼 

「
平
和
技
術
」
と
「
軍
事
技
術
」
の
間 

 
 

安
斎
育
郎
（
九
四
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
八
） 

 
い
ま
始
ま
っ
た
私
の
沖
縄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
藤
賢
司 

 

生
命
の
賛
歌
と
し
て
の
平
和
教
育
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
沢
均 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
三
） 

連
載 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
九
六
） 
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第第
号号
三三
一一
号号  

一一
九九
八八
八八
年年
七七
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
修
学
旅
行 

主
張 
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
に
立
つ
こ
と
の
意
味 

 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
五
） 

論
文 

 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
た
ず
ね
る
こ
と
の
意
義 

 
 
 
 
 

森
田
俊
男
（
八
） 

 

広
島
・
長
崎
で
何
を
学
ぶ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
川
時
彦
（
一
四
） 

実
践
記
録 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
修
学
旅
行 

 

子
ど
も
た
ち
に
生
き
方
を
問
う
ナ
ガ
サ
キ
修
学
旅
行 

 
 

前
川
新
三
郎
（
二
一
） 

 

ヒ
ロ
シ
マ
で
「
生
き
る
力
」
を
学
ん
だ
高
校
生 

 
 
 
 
 

菊
池
英
行
（
三
〇
） 

 

ヒ
ロ
シ
マ
へ―

―

教
師
集
団
の
と
り
く
み 

 
 
 
 
 
 
 

安
島
文
男
（
三
八
） 

シ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
で
学
ぶ 

 

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
で
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
田
進
（
四
六
） 

 

「
ナ
ガ
サ
キ
」
で
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
瀬
方
人
（
五
〇
） 

現
地
の
声 

 

ヒ
ロ
シ
マ
の
現
地
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
雅
人
（
五
四
） 

 

ナ
ガ
サ
キ
の
現
地
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

末
長
浩
（
五
八
） 

修
学
旅
行
の
て
び
き 

 

「
碑
め
ぐ
り
」
を
す
る
と
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田
正
彦
（
六
二
） 

 

「
語
り
部
の
話
」
を
聞
く
と
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
田
斐
男
（
六
四
） 

 

原
爆
病
院
・
養
護
施
設
を
た
ず
ね
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植
野
浩
（
六
六
） 

「
修
学
旅
行
を
手
伝
う
会
」
を
つ
く
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
口
保
（
七
六
） 

原
爆
体
験
と
「
加
害
者
・
被
害
者
」
問
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
東
壮
（
八
一
） 

広
島
・
長
崎
へ
の
旅
と
証
言
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌
田
定
夫
（
八
六
） 

資
料 

 

広
島
・
長
崎
／
「
遺
跡
」・「
碑
め
ぐ
り
」
地
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
六
八
） 

 

統
計
資
料
か
ら
見
た
原
爆
学
習
の
実
態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
七
二
） 

 

修
学
旅
行
事
前
学
習
の
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
七
四
） 

レ
ポ
ー
ト 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
平
和
教
育 

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
（
八
七
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

間
接
体
験
に
も
心
を
動
か
す
子
に 

 

古
藤
洋
太
郎
（
九
二
） 

時
代
を
見
る
眼 

非
核
多
数
派
の
形
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
沼
肇
（
九
八
） 

 

第第
号号
三三
二二
号号  

一一
九九
八八
八八
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

オ
カ
ル
ト
・
夢
・
理
想 

主
張 

オ
カ
ル
ト
・
占
い
ブ
ー
ム
と
科
学
的
精
神
の
形
成 

 
 
 
 

佐
貫
浩
（
五
） 

論
文 

 

現
代
の
オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム
と
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
九
） 

 

「
生
き
る
」
意
味
・
原
風
景
・
民
話
的
想
像
力 

 
 
 
 
 

古
田
足
日
（
一
七
） 

実
践
記
録 

オ
カ
ル
ト
・
夢
・
理
想 

 

愛
が
涸
れ
る
分
だ
け
商
品
文
化
が
は
い
り
こ
む 

 
 
 
 
 

吉
野
啓
一
（
二
三
） 

 

中
学
生
の
占
い
ブ
ー
ム
を
み
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
本
芳
郎
（
一
九
） 

 

子
ど
も
の
現
実
認
識
と
未
来
を
つ
か
む
指
導 

 
 
 
 
 
 

小
出
湧
三
（
三
六
） 

 

青
年
期
に
お
け
る
科
学
的
思
考
の
形
成 

 
 
 
 
 
 
 
 

安
斎
育
郎
（
四
二
） 

私
の
子
ど
も
像 

 

小
森
香
子
・
坂
本
光
男
・
小
木
美
代
子
・
渋
谷
清
視
・
中
野
光
（
四
九
） 

日
平
研
図
書
室 

 

脚
本
・
監
督
・
高
畑
勲 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン 

火
垂
る
の
墓
（
五
八
） 

宗
教
者
の
平
和
運
動 

 

仏
教
徒
と
平
和
運
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
江
幸
正
（
六
〇
） 

 

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
平
和
運
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
山
照
次
（
六
四
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

中
学
校
・
美
術
科 

 

美
術
科
を
と
お
し
て
の
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
村
元
子
（
六
八
） 

レ
ポ
ー
ト 

Ｓ
Ｓ
Ⅾ
Ⅲ
に
参
加
し
て 

 
人
間
は
核
兵
器
と
共
存
で
き
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
七
四
） 

資
料 
報
告
・
原
爆
被
害
者
の
訴
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
八
〇
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

大
学
に
お
け
る
平
和
教
育
と
一
般
教
育 

 

山
田
浩
（
八
七
） 

時
代
を
見
る
眼 

Ｓ
Ｓ
Ⅾ
Ⅲ
と
核
抑
止
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
沼
肇
（
九
六
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

戦
争
・
金
魚
・
文
鳥 

 
 
 
 
 

早
川
寛
司
（
九
五
） 

連
載 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
上
正
夫
（
九
八
） 

 

第第
三三
三三
号号  

一一
九九
八八
九九
年年
一一
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

子
ど
も
の
平
和
宣
言
と
自
治 

主
張 

平
和
宣
言―

子
ど
も
の
意
見
表
明
と
社
会
参
加
の
権
利 

 

森
田
俊
男
（
五
） 

論
文 

学
校
平
和
宣
言
と
生
徒
の
自
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
貫
浩
（
八
） 

実
践
記
録 

 

子
ど
も
た
ち
と
つ
く
る
「
平
和
宣
言
」 

 
 
 
 
 
 
 

阿
蘓
波
利
文
（
一
六
） 

 

「
生
徒
会
人
権
宣
言
」
を
創
り
出
す
力 

 
 
 
 
 
 
 
 

玉
城
昌
賢
（
二
四
） 

 

平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
「
非
核
平
和
宣
言
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

萱
原
威
（
三
三
） 

 

全
校
で
取
り
組
む
「
生
徒
会
・
学
級
平
和
宣
言
」 

 
 

佐
世
保
工
業
高
（
四
二
） 

 

家
族
を
は
ぐ
く
み
鍛
え
る
「
反
核
家
族
宣
言
」 

 
 
 
 

本
間
美
智
子
（
五
一
） 

私
が
選
ん
だ
道
・
私
の
発
言 

若
者
の
見
た
平
和 

 
 
 
 
 

石
田
昌
隆
（
六
〇
） 

高
校
生
は
今 

 

ク
ラ
ブ
活
動
の
中
で
生
き
方
を
見
い
出
す
高
校
生 

大
亀
信
行
（
六
二
） 

日
平
研
図
書
室 

 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
記
録
編
集
委
員
会
編 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
記
録 

 
 

（
五
八
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

文
学
で
学
ぶ
戦
争
と
人
間 

西
村
睦
美
（
六
六
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

 

「
ご
め
ん
ね
、
カ
エ
ル
君
」―

―

山
の
手
大
空
襲
の
記
録 

 
 

津
村
誠
（
七
二
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

わ
た
し
は
平
和
教
育
二
年
生 

 
 
 
 

小
島
昌
世
（
七
六
） 

世
界
の
平
和
教
育
・
運
動
の
動
向 

 

平
和
的
文
化
創
造
の
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 

ヘ
レ
ナ
・
ケ
ッ
コ
ネ
ン
（
八
四
） 

時
代
を
見
る
眼 

「
事
実
」
の
使
い
分
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
沼
肇
（
九
四
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

被
爆
者
か
ら
学
ん
だ
こ
と 

 
 

小
宮
山
陽
子
（
九
三
） 

連
載 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
信
雄
（
九
六
） 

季
刊
・
平
和
教
育 

既
刊
主
要
目
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
八
） 

  

第第
三三
四四
号号  

一一
九九
八八
九九
年年
四四
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

沖
縄
で
何
を
教
え
る
か 

主
張 

わ
た
し
の
中
の
沖
縄
・
日
本
・
そ
し
て
世
界 

 
 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
五
） 

論
文 

 

沖
縄
が
問
い
か
け
る
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
八
） 

 

日
本
に
お
け
る
核
廃
絶
の
結
節
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
港
朝
昭
（
一
六
） 

実
践
記
録 

 

現
状
を
意
識
さ
せ
、
正
し
く
見
る
目
を
育
て
る 

 
 
 
 

金
城
恵
美
子
（
二
三
） 

 

砲
弾
に
は
当
た
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
井
洋
一
（
二
九
） 

 

「
バ
ナ
ナ
」
か
ら
「
沖
縄
戦
」
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

我
那
覇
生
吉
（
三
八
） 

 

沖
縄
で
生
き
方
を
み
つ
め
る
修
学
旅
行 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
至
宏
（
四
四
） 

沖
縄
を
考
え
る 

 

「
集
団
自
決
」
と
は
何
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
仁
屋
政
昭
（
五
四
） 

 

「
ひ
め
ゆ
り
」
の
過
去
と
現
在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仲
地
哲
夫
（
六
〇
） 

日
平
研
図
書
室 

石
川
光
陽
著 

痛
恨
の
昭
和 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
二
） 

沖
縄
を
訪
ね
る 

 

沖
縄
で
何
を
見
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上
有
慶
（
六
五
） 

 

歩
く
・
見
る
・
考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇
根
悦
子
（
七
四
） 

沖
縄
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

ビ
キ
ニ
で
被
爆
し
た
沖
縄
の
漁
船 

 

大
城
保
英
（
七
八
） 

文
献
紹
介 

沖
縄
を
考
え
る
た
め
の
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
川
宗
秀
（
八
二
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

教
科
を
結
ぶ
平
和
学
習
の
試
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
木
一
夫
（
八
六
） 

世
界
の
平
和
教
育
・
運
動
の
動
向 

 

平
和
教
育
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
教
員
連
盟
の
声
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
二
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

八
月
六
日
・
私
の
慚
愧 

 
 
 
 
 

真
実
井
房
子
（
九
五
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

戦
争
は
ま
だ
続
い
て
い
る 

 
 

高
島
喜
代
恵
（
九
九
） 

 

第第
三三
五五
号号  

一一
九九
八八
九九
年年
七七
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

子
ど
も
・
青
年
の
生
と
死 
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第第
号号
三三
一一
号号  

一一
九九
八八
八八
年年
七七
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
修
学
旅
行 

主
張 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
に
立
つ
こ
と
の
意
味 

 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
五
） 

論
文 

 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
た
ず
ね
る
こ
と
の
意
義 

 
 
 
 
 

森
田
俊
男
（
八
） 

 

広
島
・
長
崎
で
何
を
学
ぶ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
川
時
彦
（
一
四
） 

実
践
記
録 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
修
学
旅
行 

 

子
ど
も
た
ち
に
生
き
方
を
問
う
ナ
ガ
サ
キ
修
学
旅
行 

 
 

前
川
新
三
郎
（
二
一
） 

 

ヒ
ロ
シ
マ
で
「
生
き
る
力
」
を
学
ん
だ
高
校
生 

 
 
 
 
 

菊
池
英
行
（
三
〇
） 

 

ヒ
ロ
シ
マ
へ―

―

教
師
集
団
の
と
り
く
み 

 
 
 
 
 
 
 

安
島
文
男
（
三
八
） 

シ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
で
学
ぶ 

 

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
で
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
田
進
（
四
六
） 

 

「
ナ
ガ
サ
キ
」
で
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
瀬
方
人
（
五
〇
） 

現
地
の
声 

 

ヒ
ロ
シ
マ
の
現
地
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
雅
人
（
五
四
） 

 

ナ
ガ
サ
キ
の
現
地
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

末
長
浩
（
五
八
） 

修
学
旅
行
の
て
び
き 

 

「
碑
め
ぐ
り
」
を
す
る
と
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田
正
彦
（
六
二
） 

 

「
語
り
部
の
話
」
を
聞
く
と
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
田
斐
男
（
六
四
） 

 

原
爆
病
院
・
養
護
施
設
を
た
ず
ね
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植
野
浩
（
六
六
） 

「
修
学
旅
行
を
手
伝
う
会
」
を
つ
く
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
口
保
（
七
六
） 

原
爆
体
験
と
「
加
害
者
・
被
害
者
」
問
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
東
壮
（
八
一
） 

広
島
・
長
崎
へ
の
旅
と
証
言
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌
田
定
夫
（
八
六
） 

資
料 

 

広
島
・
長
崎
／
「
遺
跡
」・「
碑
め
ぐ
り
」
地
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
六
八
） 

 

統
計
資
料
か
ら
見
た
原
爆
学
習
の
実
態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
七
二
） 

 

修
学
旅
行
事
前
学
習
の
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
七
四
） 

レ
ポ
ー
ト 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
平
和
教
育 

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
（
八
七
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

間
接
体
験
に
も
心
を
動
か
す
子
に 

 

古
藤
洋
太
郎
（
九
二
） 

時
代
を
見
る
眼 

非
核
多
数
派
の
形
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
沼
肇
（
九
八
） 

 

第第
号号
三三
二二
号号  

一一
九九
八八
八八
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

オ
カ
ル
ト
・
夢
・
理
想 

主
張 

オ
カ
ル
ト
・
占
い
ブ
ー
ム
と
科
学
的
精
神
の
形
成 

 
 
 
 

佐
貫
浩
（
五
） 

論
文 

 

現
代
の
オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム
と
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
九
） 

 

「
生
き
る
」
意
味
・
原
風
景
・
民
話
的
想
像
力 

 
 
 
 
 

古
田
足
日
（
一
七
） 

実
践
記
録 

オ
カ
ル
ト
・
夢
・
理
想 

 

愛
が
涸
れ
る
分
だ
け
商
品
文
化
が
は
い
り
こ
む 

 
 
 
 
 

吉
野
啓
一
（
二
三
） 

 

中
学
生
の
占
い
ブ
ー
ム
を
み
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
本
芳
郎
（
一
九
） 

 

子
ど
も
の
現
実
認
識
と
未
来
を
つ
か
む
指
導 

 
 
 
 
 
 

小
出
湧
三
（
三
六
） 

 

青
年
期
に
お
け
る
科
学
的
思
考
の
形
成 

 
 
 
 
 
 
 
 

安
斎
育
郎
（
四
二
） 

私
の
子
ど
も
像 

 

小
森
香
子
・
坂
本
光
男
・
小
木
美
代
子
・
渋
谷
清
視
・
中
野
光
（
四
九
） 

日
平
研
図
書
室 

 

脚
本
・
監
督
・
高
畑
勲 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン 

火
垂
る
の
墓
（
五
八
） 

宗
教
者
の
平
和
運
動 

 

仏
教
徒
と
平
和
運
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
江
幸
正
（
六
〇
） 

 

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
平
和
運
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
山
照
次
（
六
四
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

中
学
校
・
美
術
科 

 

美
術
科
を
と
お
し
て
の
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
村
元
子
（
六
八
） 

レ
ポ
ー
ト 

Ｓ
Ｓ
Ⅾ
Ⅲ
に
参
加
し
て 

 

人
間
は
核
兵
器
と
共
存
で
き
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
七
四
） 

資
料 

報
告
・
原
爆
被
害
者
の
訴
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
八
〇
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

大
学
に
お
け
る
平
和
教
育
と
一
般
教
育 

 

山
田
浩
（
八
七
） 

時
代
を
見
る
眼 

Ｓ
Ｓ
Ⅾ
Ⅲ
と
核
抑
止
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
沼
肇
（
九
六
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

戦
争
・
金
魚
・
文
鳥 

 
 
 
 
 

早
川
寛
司
（
九
五
） 

連
載 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
上
正
夫
（
九
八
） 

 
第第
三三
三三
号号  

一一
九九
八八
九九
年年
一一
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 
子
ど
も
の
平
和
宣
言
と
自
治 

主
張 

平
和
宣
言―

子
ど
も
の
意
見
表
明
と
社
会
参
加
の
権
利 

 

森
田
俊
男
（
五
） 

論
文 

学
校
平
和
宣
言
と
生
徒
の
自
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
貫
浩
（
八
） 

実
践
記
録 

 

子
ど
も
た
ち
と
つ
く
る
「
平
和
宣
言
」 

 
 
 
 
 
 
 

阿
蘓
波
利
文
（
一
六
） 

 

「
生
徒
会
人
権
宣
言
」
を
創
り
出
す
力 

 
 
 
 
 
 
 
 

玉
城
昌
賢
（
二
四
） 

 

平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
「
非
核
平
和
宣
言
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

萱
原
威
（
三
三
） 

 

全
校
で
取
り
組
む
「
生
徒
会
・
学
級
平
和
宣
言
」 

 
 

佐
世
保
工
業
高
（
四
二
） 

 

家
族
を
は
ぐ
く
み
鍛
え
る
「
反
核
家
族
宣
言
」 

 
 
 
 

本
間
美
智
子
（
五
一
） 

私
が
選
ん
だ
道
・
私
の
発
言 

若
者
の
見
た
平
和 

 
 
 
 
 

石
田
昌
隆
（
六
〇
） 

高
校
生
は
今 

 

ク
ラ
ブ
活
動
の
中
で
生
き
方
を
見
い
出
す
高
校
生 

大
亀
信
行
（
六
二
） 

日
平
研
図
書
室 

 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
記
録
編
集
委
員
会
編 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
記
録 

 
 

（
五
八
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

文
学
で
学
ぶ
戦
争
と
人
間 

西
村
睦
美
（
六
六
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

 

「
ご
め
ん
ね
、
カ
エ
ル
君
」―

―

山
の
手
大
空
襲
の
記
録 

 
 

津
村
誠
（
七
二
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

わ
た
し
は
平
和
教
育
二
年
生 

 
 
 
 

小
島
昌
世
（
七
六
） 

世
界
の
平
和
教
育
・
運
動
の
動
向 

 

平
和
的
文
化
創
造
の
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 

ヘ
レ
ナ
・
ケ
ッ
コ
ネ
ン
（
八
四
） 

時
代
を
見
る
眼 

「
事
実
」
の
使
い
分
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
沼
肇
（
九
四
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

被
爆
者
か
ら
学
ん
だ
こ
と 

 
 

小
宮
山
陽
子
（
九
三
） 

連
載 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
信
雄
（
九
六
） 

季
刊
・
平
和
教
育 

既
刊
主
要
目
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
八
） 

  

第第
三三
四四
号号  

一一
九九
八八
九九
年年
四四
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

沖
縄
で
何
を
教
え
る
か 

主
張 

わ
た
し
の
中
の
沖
縄
・
日
本
・
そ
し
て
世
界 

 
 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
五
） 

論
文 

 

沖
縄
が
問
い
か
け
る
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
八
） 

 

日
本
に
お
け
る
核
廃
絶
の
結
節
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
港
朝
昭
（
一
六
） 

実
践
記
録 

 

現
状
を
意
識
さ
せ
、
正
し
く
見
る
目
を
育
て
る 

 
 
 
 

金
城
恵
美
子
（
二
三
） 

 

砲
弾
に
は
当
た
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
井
洋
一
（
二
九
） 

 

「
バ
ナ
ナ
」
か
ら
「
沖
縄
戦
」
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

我
那
覇
生
吉
（
三
八
） 

 

沖
縄
で
生
き
方
を
み
つ
め
る
修
学
旅
行 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
至
宏
（
四
四
） 

沖
縄
を
考
え
る 

 

「
集
団
自
決
」
と
は
何
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
仁
屋
政
昭
（
五
四
） 

 

「
ひ
め
ゆ
り
」
の
過
去
と
現
在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仲
地
哲
夫
（
六
〇
） 

日
平
研
図
書
室 

石
川
光
陽
著 

痛
恨
の
昭
和 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
二
） 

沖
縄
を
訪
ね
る 

 

沖
縄
で
何
を
見
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上
有
慶
（
六
五
） 

 

歩
く
・
見
る
・
考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇
根
悦
子
（
七
四
） 

沖
縄
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

ビ
キ
ニ
で
被
爆
し
た
沖
縄
の
漁
船 

 

大
城
保
英
（
七
八
） 

文
献
紹
介 

沖
縄
を
考
え
る
た
め
の
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
川
宗
秀
（
八
二
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

教
科
を
結
ぶ
平
和
学
習
の
試
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
木
一
夫
（
八
六
） 

世
界
の
平
和
教
育
・
運
動
の
動
向 

 
平
和
教
育
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
教
員
連
盟
の
声
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
二
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

八
月
六
日
・
私
の
慚
愧 

 
 
 
 
 

真
実
井
房
子
（
九
五
） 

こ
だ
ま 
読
者
の
ひ
ろ
ば 

戦
争
は
ま
だ
続
い
て
い
る 

 
 

高
島
喜
代
恵
（
九
九
） 

 

第第
三三
五五
号号  

一一
九九
八八
九九
年年
七七
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

子
ど
も
・
青
年
の
生
と
死 
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主
張 

奥
行
の
あ
る
し
っ
と
り
と
し
た
生
活
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

川
合
章
（
五
） 

論
文 
子
ど
も
・
青
年
の
生
と
死 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
田
茂
郎
（
八
） 

実
践
記
録 
生
と
死
を
ど
う
教
え
る
か 

 

自
然
と
生
命
の
対
話
を
と
お
し
て
生
き
る
力
を 

 
 
 
 
 

坂
本
玄
子
（
一
七
） 

 

“
心
を
動
か
す
”
生
徒
た
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

根
岸
泉
（
二
六
） 

 

生
き
た
い
と
願
い
つ
つ
亡
く
な
っ
た
友
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
伯
洋
（
三
四
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

廣
島
・
広
島
・
ヒ
ロ
シ
マ
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら 

 
 
 
 
 

松
井
久
治
（
四
三
） 

日
平
研
図
書
室 

 

吉
田
ル
イ
子 

写
真
・
文 

南
ア
・
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
共
和
国 

 
 
 

（
四
八
） 

天
皇
問
題
を
考
え
る 

 

天
皇
制
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
五
〇
） 

 

天
皇
と
原
爆
と
子
ど
も
・
青
年
の
死 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
川
時
彦
（
五
六
） 

 

自
ら
の
論
理
や
生
活
実
感
を
通
し
て
考
え
る 

 
 
 
 
 
 

石
井
建
夫
（
六
二
） 

 

“
神
”
と
な
っ
た
天
皇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
賢
二
（
六
九
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

 

全
校
と
り
く
み
の
な
か
で
国
語
科
教
師
と
し
て 
原
田
真
市
（
七
五
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

ヒ
ロ
ヒ
ト
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
空
の
下
で 

 
山
崎
元
（
八
三
） 

資
料
紹
介 

聞
き
書
き
中
心
の
戦
争
話―
―

日
露
戦
争 

 
 
 
 
 
 
 

（
八
七
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て
１ 

大
阪
府
平
和
記
念
戦
争
資
料
室 

 
 

（
九
二
） 

レ
ポ
ー
ト 

三
宅
島
と
非
核
平
和
宣
言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亀
井
淳
（
九
四
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

「
き
っ
つ
」
の
中
に
平
和 

 
 
 
 

及
川
診
（
九
八
） 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
九
） 

 

第第
三三
六六
号号  

一一
九九
八八
九九
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

平
和
教
育
、
い
ま
何
が
問
わ
れ
て
い
る
か 

主
張 

新
学
習
指
導
要
領
と
平
和
を
め
ざ
す
教
育 

 
 
 
 
 
 

深
山
正
光
（
五
） 

論
文 

平
和
教
育
の
到
達
点
と
当
面
す
る
課
題 

 
 
 
 
 
 
 

藤
井
敏
彦
（
八
） 

実
践
記
録 

 

地
域
に
根
ざ
す
一
五
年
戦
争
の
学
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
本
治
雄
（
一
六
） 

 

平
和
教
育
を
柱
と
し
た
道
徳
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
村
信
友
（
二
五
） 

 

昭
和
天
皇
の
死
を
ど
う
生
徒
は
受
け
と
め
た
か 

 
 
 
 
 

若
菜
俊
文
（
三
四
） 

新
学
習
指
導
要
領
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

浜
本
純
逸
・
志
摩
陽
伍
・
松
田
哲
・
原
田
慶
子
・
大
森
弘
志
・
米
沢
純
夫
（
四
二
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

手
づ
く
り
絵
本
で
平
和
教
育
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
宮
山
公
子
（
五
四
） 

日
平
研
図
書
室 

山
中
恒
著 

図
説
・
戦
争
の
中
の
子
ど
も
た
ち 

 
 
 

（
五
二
） 

天
皇
問
題
を
考
え
る 

 

国
家
神
道
の
歴
史
と
平
和
教
育
の
課
題 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
口
和
孝
（
六
一
） 

 

日
の
丸
・
君
が
代
・
天
皇
問
題
を
ど
う
教
え
た
か 

 
 
 
 

渡
辺
雅
之
（
六
八
） 

沖
縄
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
の
開
館
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 

田
港
朝
昭
（
七
四
） 

レ
ポ
ー
ト 

昔
銀
座
に
戦
争
が
あ
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
倉
務
（
七
七
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

子
ど
も
と
と
も
に
掘
り
起
こ
す 

 
 
 

上
田
精
一
（
八
三
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

古
い
ア
ル
バ
ム
の
中
の
一
枚
の
写
真 

 

児
玉
辰
春
（
九
一
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て
２ 

広
島
平
和
記
念
資
料
館 

 
 
 
 
 

（
九
五
） 

連
載 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
上
正
夫
（
九
八
） 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
七
） 

 

第第
三三
七七
号号  

一一
九九
九九
〇〇
年年
一一
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

い
ま
核
問
題
を
ど
う
教
え
る
か 

主
張 

核
戦
争
を
拒
否
し
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
人
権
宣
言
を 

 

田
川
時
彦
（
五
） 

論
文 

 
い
ま
核
問
題
を
ど
う
教
え
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
斎
育
郎
（
八
） 

 

核
時
代
を
と
も
に
生
き
る
人
間
と
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
一
四
） 

実
践
記
録 
核
問
題
を
ど
う
教
え
る
か 

 

地
球
を
守
る
の
は
、
誰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
島
篤
三
（
二
四
） 

 

中
学
校
に
お
け
る
「
核
問
題
」
の
実
践 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
平
研
（
三
二
） 

 

核
時
代
を
生
き
ぬ
く
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

澤
野
重
男
（
四
〇
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

四
年
生
へ
「
実
写
フ
ィ
ル
ム
」
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
保
映
（
四
八
） 

日
平
研
図
書
室 

 

石
川
文
洋
著 

フ
ォ
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
ベ
ト
ナ
ム 

戦
争
と
人
間 

 

（
五
四
） 

天
皇
問
題
を
考
え
る 

 

憲
法
の
精
神
に
沿
っ
た
指
導
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
井
雅
英
（
五
六
） 

 

厳
し
い
状
況
を
の
り
こ
え
る
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
村
次
郎
（
六
二
） 

レ
ポ
ー
ト 

教
科
書
裁
判
と
沖
縄
戦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
山
久
男
（
六
八
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

お
ろ
か
だ
っ
た
青
春
時
代
へ
の
回
顧 

 

小
菅
英
江
（
七
四
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て 

長
崎
国
際
文
化
会
館 

 
 
 
 
 
 
 

（
七
八
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

 

生
命
と
平
和
の
尊
さ
を
文
学
の
感
動
体
験
で 

 
 
 
 
 
 

渡
辺
庄
司
（
八
〇
） 

平
和
教
育
の
到
達
点
と
当
面
す
る
課
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
敏
彦
（
八
六
） 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
四
） 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菊
田
秀
子
（
九
五
） 

連
載 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
信
雄
（
九
六
） 

季
刊
・
平
和
教
育 

既
刊
主
要
目
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
八
） 

 

第第
三三
八八
号号  

一一
九九
九九
〇〇
年年
四四
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

い
ま
、
子
ど
も
の
い
の
ち
・
人
権
を 

提
言 

平
和
教
育
の
視
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
五
） 

エ
ッ
セ
イ 

 

子
ど
も
へ
の
“
人
体
実
験
”
を
許
す
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

芝
田
進
午 

 

私
の
生
き
る
権
利
あ
な
た
の
生
き
る
権
利 

 
 
 
 
 
 
 
 

丸
木
政
臣 

 

子
ど
も
の
権
利
条
約
と
学
校
災
害 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

升
井
登
女
尾 

 

子
ど
も
の
人
権
と
伝
習
館
訴
訟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
井
小
夜
子 

論
文 

い
ま
、
子
ど
も
の
い
の
ち
・
人
権
を 

 
 
 
 
 
 
 

折
出
健
二
（
一
四
） 

実
践
記
録 

子
ど
も
の
い
の
ち
・
人
権
を 

 

い
の
ち
の
大
切
さ
尊
さ
を
ど
う
教
え
て
い
く
か 

 
 
 
 
 

大
和
久
勝
（
二
二
） 

 

子
ど
も
の
い
の
ち
と
人
権
を
守
る
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て 

 
遠
藤
譲
（
二
八
） 

 

い
の
ち
と
人
権
を
育
む
母
親
達
の
輪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
野
寿
美
（
三
四
） 

論
文 

い
ま
、
貧
困
と
家
庭
崩
壊
の
問
題
を
問
う 

 
 
 
 
 

近
藤
郁
夫
（
四
〇
） 

実
践 

悩
み
苦
し
む
子
ど
も
に
よ
り
そ
い
は
げ
ま
す 

 
 
 
 

藤
井
珈
世
（
四
六
） 

日
本
に
お
け
る
こ
ら
し
め
の
思
想 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
藤
芳
信
（
五
三
） 

解
説 

子
ど
も
の
権
利
条
約 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林
量
俶
（
六
二
） 

子
ど
も
の
い
の
ち
と
人
権
に
関
す
る
文
献
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 

佐
貫
浩
（
七
二
） 

「
子
ど
も
の
誌
」 

解
説
・
本
間
繁
輝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
七
四
） 

わ
た
し
が
平
和
の
大
切
さ
に
め
ざ
め
た
と
き 

 

『
ぼ
く
い
き
た
か
っ
た
』
と
の
出
会
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
光
（
七
六
） 

私
の
平
和
教
育 

 

生
命
に
触
れ
て
生
命
を
実
感
し
た
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
中
良
子
（
八
〇
） 

 

私
の
戦
争
体
験 

―

東
京
大
空
襲
と
戦
後
の
怨
念―

 
 
 
 

藤
田
秀
雄
（
八
七
） 

レ
ポ
ー
ト 

「
被
害
者
援
護
法
」
制
定
の
意
義
と
展
望 

 
 
 
 

小
西
悟
（
九
一
） 

障
害
者
と
戦
争 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水
寛
（
九
七
） 

連
載 

平
和
教
育
入
門
講
座 

 

教
科
を
と
お
し
て
ど
う
す
す
め
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
一
〇
五
） 

 

子
ど
も
の
状
況
に
切
り
こ
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
誠
（
一
一
三
） 

 

父
親
・
母
親
が
と
り
く
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

松
原
多
恵
子
（
一
二
〇
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て 

第
五
福
竜
丸
展
示
館 

 
 
 
 
 
 

（
一
二
六
） 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

失
敗
し
た
授
業
に
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

山
上
俊
夫
（
一
二
八
） 

日
平
研
の
窓 

第
18
回
全
国
平
和
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
内 

 
 
 

（
一
三
〇
） 

 

第第
三三
九九
号号  

一一
九九
九九
〇〇
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

被
爆
者
の
生
き
方
か
ら
何
を
学
ぶ
か 

提
言 

被
爆
者
の
喪
失
体
験
か
ら
人
間
回
復
へ
の
道 

 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
五
） 

エ
ッ
セ
イ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
六
） 

 

木
を
愛
す
る
被
爆
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
川
悦
生 

300



主
張 

奥
行
の
あ
る
し
っ
と
り
と
し
た
生
活
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

川
合
章
（
五
） 

論
文 

子
ど
も
・
青
年
の
生
と
死 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
田
茂
郎
（
八
） 

実
践
記
録 

生
と
死
を
ど
う
教
え
る
か 

 

自
然
と
生
命
の
対
話
を
と
お
し
て
生
き
る
力
を 

 
 
 
 
 

坂
本
玄
子
（
一
七
） 

 

“
心
を
動
か
す
”
生
徒
た
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

根
岸
泉
（
二
六
） 

 

生
き
た
い
と
願
い
つ
つ
亡
く
な
っ
た
友
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
伯
洋
（
三
四
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

廣
島
・
広
島
・
ヒ
ロ
シ
マ
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら 

 
 
 
 
 

松
井
久
治
（
四
三
） 

日
平
研
図
書
室 

 

吉
田
ル
イ
子 

写
真
・
文 

南
ア
・
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
共
和
国 

 
 
 

（
四
八
） 

天
皇
問
題
を
考
え
る 

 

天
皇
制
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
五
〇
） 

 

天
皇
と
原
爆
と
子
ど
も
・
青
年
の
死 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
川
時
彦
（
五
六
） 

 

自
ら
の
論
理
や
生
活
実
感
を
通
し
て
考
え
る 

 
 
 
 
 
 

石
井
建
夫
（
六
二
） 

 

“
神
”
と
な
っ
た
天
皇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
賢
二
（
六
九
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

 

全
校
と
り
く
み
の
な
か
で
国
語
科
教
師
と
し
て 

原
田
真
市
（
七
五
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

ヒ
ロ
ヒ
ト
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
空
の
下
で 

 

山
崎
元
（
八
三
） 

資
料
紹
介 

聞
き
書
き
中
心
の
戦
争
話―

―

日
露
戦
争 

 
 
 
 
 
 
 

（
八
七
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て
１ 

大
阪
府
平
和
記
念
戦
争
資
料
室 

 
 

（
九
二
） 

レ
ポ
ー
ト 

三
宅
島
と
非
核
平
和
宣
言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亀
井
淳
（
九
四
） 

こ
だ
ま 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

「
き
っ
つ
」
の
中
に
平
和 

 
 
 
 

及
川
診
（
九
八
） 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
九
） 

 

第第
三三
六六
号号  

一一
九九
八八
九九
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

平
和
教
育
、
い
ま
何
が
問
わ
れ
て
い
る
か 

主
張 

新
学
習
指
導
要
領
と
平
和
を
め
ざ
す
教
育 

 
 
 
 
 
 

深
山
正
光
（
五
） 

論
文 

平
和
教
育
の
到
達
点
と
当
面
す
る
課
題 

 
 
 
 
 
 
 

藤
井
敏
彦
（
八
） 

実
践
記
録 

 

地
域
に
根
ざ
す
一
五
年
戦
争
の
学
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
本
治
雄
（
一
六
） 

 

平
和
教
育
を
柱
と
し
た
道
徳
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
村
信
友
（
二
五
） 

 

昭
和
天
皇
の
死
を
ど
う
生
徒
は
受
け
と
め
た
か 

 
 
 
 
 

若
菜
俊
文
（
三
四
） 

新
学
習
指
導
要
領
を
読
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

浜
本
純
逸
・
志
摩
陽
伍
・
松
田
哲
・
原
田
慶
子
・
大
森
弘
志
・
米
沢
純
夫
（
四
二
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

手
づ
く
り
絵
本
で
平
和
教
育
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
宮
山
公
子
（
五
四
） 

日
平
研
図
書
室 

山
中
恒
著 

図
説
・
戦
争
の
中
の
子
ど
も
た
ち 

 
 
 

（
五
二
） 

天
皇
問
題
を
考
え
る 

 

国
家
神
道
の
歴
史
と
平
和
教
育
の
課
題 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
口
和
孝
（
六
一
） 

 

日
の
丸
・
君
が
代
・
天
皇
問
題
を
ど
う
教
え
た
か 

 
 
 
 

渡
辺
雅
之
（
六
八
） 

沖
縄
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト 

ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
の
開
館
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 

田
港
朝
昭
（
七
四
） 

レ
ポ
ー
ト 

昔
銀
座
に
戦
争
が
あ
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
倉
務
（
七
七
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

子
ど
も
と
と
も
に
掘
り
起
こ
す 

 
 
 

上
田
精
一
（
八
三
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

古
い
ア
ル
バ
ム
の
中
の
一
枚
の
写
真 

 

児
玉
辰
春
（
九
一
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て
２ 

広
島
平
和
記
念
資
料
館 

 
 
 
 
 

（
九
五
） 

連
載 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
上
正
夫
（
九
八
） 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
七
） 

 

第第
三三
七七
号号  

一一
九九
九九
〇〇
年年
一一
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

い
ま
核
問
題
を
ど
う
教
え
る
か 

主
張 

核
戦
争
を
拒
否
し
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
人
権
宣
言
を 

 

田
川
時
彦
（
五
） 

論
文 

 

い
ま
核
問
題
を
ど
う
教
え
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
斎
育
郎
（
八
） 

 

核
時
代
を
と
も
に
生
き
る
人
間
と
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
一
四
） 

実
践
記
録 

核
問
題
を
ど
う
教
え
る
か 

 

地
球
を
守
る
の
は
、
誰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
島
篤
三
（
二
四
） 

 

中
学
校
に
お
け
る
「
核
問
題
」
の
実
践 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
平
研
（
三
二
） 

 
核
時
代
を
生
き
ぬ
く
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

澤
野
重
男
（
四
〇
） 

わ
た
し
の
授
業 

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら 

 

四
年
生
へ
「
実
写
フ
ィ
ル
ム
」
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
保
映
（
四
八
） 

日
平
研
図
書
室 

 

石
川
文
洋
著 
フ
ォ
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
ベ
ト
ナ
ム 

戦
争
と
人
間 

 

（
五
四
） 

天
皇
問
題
を
考
え
る 

 

憲
法
の
精
神
に
沿
っ
た
指
導
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
井
雅
英
（
五
六
） 

 

厳
し
い
状
況
を
の
り
こ
え
る
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
村
次
郎
（
六
二
） 

レ
ポ
ー
ト 

教
科
書
裁
判
と
沖
縄
戦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
山
久
男
（
六
八
） 

わ
た
し
の
戦
争
体
験 

お
ろ
か
だ
っ
た
青
春
時
代
へ
の
回
顧 

 

小
菅
英
江
（
七
四
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て 

長
崎
国
際
文
化
会
館 

 
 
 
 
 
 
 

（
七
八
） 

わ
た
し
の
平
和
教
育 

 

生
命
と
平
和
の
尊
さ
を
文
学
の
感
動
体
験
で 

 
 
 
 
 
 

渡
辺
庄
司
（
八
〇
） 

平
和
教
育
の
到
達
点
と
当
面
す
る
課
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
敏
彦
（
八
六
） 

日
平
研
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
四
） 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菊
田
秀
子
（
九
五
） 

連
載 

私
の
本
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
信
雄
（
九
六
） 

季
刊
・
平
和
教
育 

既
刊
主
要
目
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
八
） 

 

第第
三三
八八
号号  

一一
九九
九九
〇〇
年年
四四
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

い
ま
、
子
ど
も
の
い
の
ち
・
人
権
を 

提
言 

平
和
教
育
の
視
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
五
） 

エ
ッ
セ
イ 

 

子
ど
も
へ
の
“
人
体
実
験
”
を
許
す
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

芝
田
進
午 

 

私
の
生
き
る
権
利
あ
な
た
の
生
き
る
権
利 

 
 
 
 
 
 
 
 

丸
木
政
臣 

 

子
ど
も
の
権
利
条
約
と
学
校
災
害 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

升
井
登
女
尾 

 

子
ど
も
の
人
権
と
伝
習
館
訴
訟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
井
小
夜
子 

論
文 

い
ま
、
子
ど
も
の
い
の
ち
・
人
権
を 

 
 
 
 
 
 
 

折
出
健
二
（
一
四
） 

実
践
記
録 

子
ど
も
の
い
の
ち
・
人
権
を 

 

い
の
ち
の
大
切
さ
尊
さ
を
ど
う
教
え
て
い
く
か 

 
 
 
 
 

大
和
久
勝
（
二
二
） 

 

子
ど
も
の
い
の
ち
と
人
権
を
守
る
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て 

 

遠
藤
譲
（
二
八
） 

 

い
の
ち
と
人
権
を
育
む
母
親
達
の
輪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
野
寿
美
（
三
四
） 

論
文 

い
ま
、
貧
困
と
家
庭
崩
壊
の
問
題
を
問
う 

 
 
 
 
 

近
藤
郁
夫
（
四
〇
） 

実
践 

悩
み
苦
し
む
子
ど
も
に
よ
り
そ
い
は
げ
ま
す 

 
 
 
 

藤
井
珈
世
（
四
六
） 

日
本
に
お
け
る
こ
ら
し
め
の
思
想 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
藤
芳
信
（
五
三
） 

解
説 

子
ど
も
の
権
利
条
約 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林
量
俶
（
六
二
） 

子
ど
も
の
い
の
ち
と
人
権
に
関
す
る
文
献
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 

佐
貫
浩
（
七
二
） 

「
子
ど
も
の
誌
」 

解
説
・
本
間
繁
輝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
七
四
） 

わ
た
し
が
平
和
の
大
切
さ
に
め
ざ
め
た
と
き 

 

『
ぼ
く
い
き
た
か
っ
た
』
と
の
出
会
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
光
（
七
六
） 

私
の
平
和
教
育 

 

生
命
に
触
れ
て
生
命
を
実
感
し
た
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
中
良
子
（
八
〇
） 

 

私
の
戦
争
体
験 

―

東
京
大
空
襲
と
戦
後
の
怨
念―

 
 
 
 

藤
田
秀
雄
（
八
七
） 

レ
ポ
ー
ト 

「
被
害
者
援
護
法
」
制
定
の
意
義
と
展
望 

 
 
 
 

小
西
悟
（
九
一
） 

障
害
者
と
戦
争 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水
寛
（
九
七
） 

連
載 

平
和
教
育
入
門
講
座 

 

教
科
を
と
お
し
て
ど
う
す
す
め
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
槻
和
夫
（
一
〇
五
） 

 

子
ど
も
の
状
況
に
切
り
こ
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
誠
（
一
一
三
） 

 

父
親
・
母
親
が
と
り
く
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

松
原
多
恵
子
（
一
二
〇
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て 

第
五
福
竜
丸
展
示
館 

 
 
 
 
 
 

（
一
二
六
） 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

失
敗
し
た
授
業
に
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

山
上
俊
夫
（
一
二
八
） 

日
平
研
の
窓 

第
18
回
全
国
平
和
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
内 

 
 
 

（
一
三
〇
） 

 
第第
三三
九九
号号  

一一
九九
九九
〇〇
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 
被
爆
者
の
生
き
方
か
ら
何
を
学
ぶ
か 

提
言 

被
爆
者
の
喪
失
体
験
か
ら
人
間
回
復
へ
の
道 

 
 
 
 
 

横
川
嘉
範
（
五
） 

エ
ッ
セ
イ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
六
） 

 

木
を
愛
す
る
被
爆
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
川
悦
生 

301



 
語
れ
ぬ
人
々
の
苦
悩
を
受
け
継
い
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤
直
子 

 
被
爆
者
と
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田
真
規 

 

原
爆
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇
吹
暁 

論
文 

 

被
爆
者
問
題
か
ら
何
を
学
ぶ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
一
四
） 

 

人
間
は
原
爆
と
ど
う
た
た
か
っ
た
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤
壮
（
二
二
） 

 

原
爆
は
人
間
に
何
を
し
た
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
田
忠
（
三
一
） 

 

「
証
言
」
に
み
る
被
爆
者
の
生
き
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌
田
定
夫
（
三
九
） 

証
言 

被
爆
者
と
し
て
生
き
る 

 

「
反
核
・
平
和
の
旅
」
を
生
き
る
目
標
と
し
て 

 
 
 
 

渡
辺
千
恵
子
（
四
七
） 

 

生
き
残
っ
た
人
間
の
責
任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
田
明
（
五
三
） 

 

私
の
中
の
ヒ
ロ
シ
マ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
見
香
世
子
（
五
九
） 

 

体
と
心
の
中
の
原
爆
と
た
た
か
い
つ
づ
け 

 
 
 
 
 
 
 

田
川
時
彦
（
六
五
） 

実
践 

子
ど
も
た
ち
は
生
き
方
を
ど
う
学
ん
だ
か 

 

戦
争
・
原
爆
を
語
り
継
ぐ
人
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
谷
敦
子
（
七
〇
） 

 

「
語
り
部
」
と
し
て
生
き
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
田
耕
一
（
七
六
） 

 

ピ
ー
ス
・
フ
ロ
ム
・
ナ
ガ
サ
キ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

妹
背
修
治
（
八
二
） 

詩
・
文
学
を
と
お
し
て
生
き
方
を
み
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

増
岡
敏
和
（
八
九
） 

「
子
ど
も
の
詩
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
説
・
本
間
繁
輝
（
九
六
） 

わ
た
し
が
平
和
教
育
の
大
切
さ
に
め
ざ
め
た
と
き 

 

「
イ
モ
雑
炊
」
か
ら
平
和
運
動
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
理
市
（
九
八
） 

 

私
の
戦
争
体
験―

人
間
か
ら
鬼
へ
、
鬼
か
ら
人
間
へ―

 
 

富
永
正
三
（
一
〇
二
） 

連
載 

平
和
教
育
入
門
講
座 

 

教
科
を
と
お
し
て
ど
う
す
す
め
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

今
井
省
三
（
一
〇
八
） 

 

子
ど
も
の
状
況
に
切
り
こ
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

古
谷
信
一
（
一
一
七
） 

 

父
親
・
母
親
が
と
り
く
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 

白
根
厚
子
（
一
二
三
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て 

南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー 

 
 

吉
浜
忍
（
一
〇
六
） 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

自
ら
の
生
き
方
を
問
い
直
し
な
が
ら 

 
 

伊
濱
千
代
（
一
三
〇
） 

図
書
紹
介 

ロ
ー
ズ
・
ブ
ラ
ン
チ
ュ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
子
順
（
一
二
九
） 

 

第第
四四
〇〇
号号  

一一
九九
九九
一一
年年
四四
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

映
像
文
化
と
平
和
教
材 

提
言 

湾
岸
戦
争
と
大
人
の
責
任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
貫
浩
（
五
） 

論
文 

映
像
文
化
と
認
識
の
問
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

汐
見
稔
幸
（
六
） 

実
践 チ

ャ
ッ
プ
リ
ン
と
世
界
の
友
達
か
ら
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

木
崎
克
昭
（
一
四
） 

「
現
代
」
と
出
会
う
子
ど
も
た
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
誠
（
二
二
） 

ビ
デ
オ
教
材
「
戦
争
に
反
対
し
た
人
々
」
を
つ
く
っ
て 

 
 

山
上
俊
夫
（
三
〇
） 

日
常
的
な
取
り
組
み
を
生
か
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柴
田
健
（
三
六
） 

映
像
の
中
の
暴
力
・
戦
争 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田
和
夫
（
四
二
） 

映
画
「
ビ
キ
ニ
の
海
は
忘
れ
な
い
」
を
撮
り
終
え
て 

 
 
 
 
 

森
康
行
（
四
八
） 

ア
ン
ケ
ー
ト 

私
の
推
薦
す
る
ビ
デ
オ
教
材 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
四
） 

「
子
ど
も
の
詩
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
説
・
本
間
繁
輝
（
五
八
） 

論
文 

 

平
和
憲
法
の
今
日
的
意
義
を
考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
久
丸
（
六
〇
） 

 

世
界
平
和
の
に
な
い
手
に
育
つ
こ
と―

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
を
め
ぐ
っ
て―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
田
俊
男
（
六
八
） 

私
が
平
和
の
大
切
さ
に
め
ざ
め
た
と
き 

 

足
も
と
か
ら
、
平
和
と
青
春
を
見
つ
め
て 

 
 
 
 
 
 
 

安
岡
三
智
（
七
五
） 

 

私
の
戦
争
体
験―

戦
争
の
中
の
子
ど
も
と
教
師 

 
 
 
 
 

日
暮
幸
子
（
八
〇
） 

レ
ポ
ー
ト 

 

原
爆
被
爆
建
造
物
を
考
え
る
会
と
「
追
体
験
」
教
育 

 
 
 
 

空
辰
男
（
八
四
） 

 
韓
国
の
若
者
は
日
本
を
ど
う
見
て
い
る
か 

 
 
 
 
 
 
 

石
渡
延
男
（
九
〇
） 

私
の
平
和
教
育 

“
人
間
ら
し
い
人
間
に
な
る
た
め
の
勉
強
よ
” 

 
 
 
 
 

生
田
目
静
子
（
九
六
） 

連
載 

平
和
教
育
入
門
講
座 

 

教
科
を
と
お
し
て
ど
う
す
す
め
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
島
昌
世
（
一
〇
二
） 

 

子
ど
も
の
状
況
に
切
り
こ
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
久
雄
（
一
一
〇
） 

 

父
親
・
母
親
が
と
り
く
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

橋
本
恵
美
子
（
一
一
六
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て 

大
久
野
島
・
毒
ガ
ス
資
料
館 

武
部
覚
（
一
一
二
） 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

ベ
タ
記
事
を
読
む
時
代 

 
 
 
 
 
 
 

梅
田
正
己
（
一
二
四
） 

図
書
紹
介 

行
李
の
中
か
ら
出
て
き
た
原
爆
の
詩 

 
 
 
 

池
田
正
彦
（
一
二
六
） 

 

第第
四四
一一
号号  

一一
九九
九九
一一
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

湾
岸
戦
争
と
子
ど
も
た
ち 

提
言 

こ
と
ば
が
話
せ
る
の
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
合
章
（
五
） 

論
文 

 

日
本
と
学
校
に
と
っ
て
の
湾
岸
「
戦
後
」
を
考
え
る 

 
 
 
 
 

佐
貫
浩
（
六
） 

 

湾
岸
戦
争
を
通
し
て
平
和
教
育
を
考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 

広
木
克
行
（
一
四
） 

実
践 

湾
岸
戦
争
と
子
ど
も
た
ち 

 

平
和
を
問
い
つ
づ
け
る
子
ど
も
・
に
ん
げ
ん
を 

 
 
 
 
 

丹
羽
徳
子
（
二
二
） 

 

歴
史
を
学
び
、
湾
岸
戦
争
を
と
も
に
考
え
た
六
年
生 

 
 
 

伊
藤
和
美
（
二
八
） 

 

祖
父
母
の
戦
争
体
験
を
ダ
ブ
ら
せ
る
な
か
で 

 
 
 
 
 
 

中
俣
勝
義
（
三
四
） 

 

中
学
三
年
生
と
湾
岸
戦
争
そ
し
て
世
界 

 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
雅
之
（
四
〇
） 

 

湾
岸
戦
争
と
ヒ
ロ
シ
マ
の
高
校
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

澤
野
重
男
（
四
六
） 

 

親
子
の
対
話
・
家
族
で
で
き
る
実
践
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

竹
縄
良
一
（
五
二
） 

レ
ポ
ー
ト 

 

投
稿
作
品
に
見
る
子
ど
も
た
ち
の
湾
岸
戦
争 

 
 
 
 
 
 

渡
辺
増
治
（
五
八
） 

 

子
ど
も
た
ち
は
主
張
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

根
岸
泉
（
六
〇
） 

被
爆
者
の
と
ら
え
た
湾
岸
戦
争
と
平
和
教
育
の
課
題 

 
 
 
 

田
川
時
彦
（
六
八
） 

湾
岸
戦
争
が
問
い
か
け
る
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
田
秀
雄
（
七
四
） 

戦
争
は
ど
う
報
道
さ
れ
た
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亀
井
淳
（
八
〇
） 

「
子
ど
も
の
詩
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
説
・
本
間
繁
輝
（
八
六
） 

私
が
平
和
の
大
切
さ
に
め
ざ
め
た
と
き 

 

「
基
本
懇
意
見
書
」
へ
の
怒
り
を
バ
ネ
に 

 
 
 
 
 
 

相
原
久
仁
子
（
八
八
） 

 

私
の
戦
争
体
験―

戦
時
下
の
そ
だ
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
村
章
（
九
二
） 

私
の
平
和
教
育 

全
校
児
童
に
よ
る
人
権
劇
に
取
り
組
ん
で 

 

守
谷
隆
昭
（
九
六
） 

連
載 

平
和
教
育
入
門
講
座 

 

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で
つ
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

堀
江
邦
昭
（
一
〇
二
） 

 

子
ど
も
と
と
も
に
「
な
ぜ
」
と
問
い
続
け
る 

 
 
 
 
 

佐
藤
慎
一
（
一
一
〇
） 

 

日
本
国
憲
法
に
は
げ
ま
さ
れ
た
歩
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
田
壽
子
（
一
一
六
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て 

平
和
資
料
館
“
草
の
家
”―

高
知 

 
 

文
本
レ
イ
子
（
一
二
二
） 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

加
害
責
任
と
戦
後
補
償 

 
 
 
 
 
 
 

高
嶋
伸
欣
（
一
二
四
） 

図
書
紹
介 

『
高
校
生
が
追
う
陸
軍
登
戸
研
究
所
』 

 
 
 

渡
辺
賢
二
（
一
二
六
） 
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語
れ
ぬ
人
々
の
苦
悩
を
受
け
継
い
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤
直
子 

 

被
爆
者
と
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田
真
規 

 

原
爆
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇
吹
暁 

論
文 

 

被
爆
者
問
題
か
ら
何
を
学
ぶ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
丸
章
夫
（
一
四
） 

 

人
間
は
原
爆
と
ど
う
た
た
か
っ
た
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤
壮
（
二
二
） 

 

原
爆
は
人
間
に
何
を
し
た
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
田
忠
（
三
一
） 

 

「
証
言
」
に
み
る
被
爆
者
の
生
き
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌
田
定
夫
（
三
九
） 

証
言 

被
爆
者
と
し
て
生
き
る 

 

「
反
核
・
平
和
の
旅
」
を
生
き
る
目
標
と
し
て 

 
 
 
 

渡
辺
千
恵
子
（
四
七
） 

 

生
き
残
っ
た
人
間
の
責
任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
田
明
（
五
三
） 

 

私
の
中
の
ヒ
ロ
シ
マ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
見
香
世
子
（
五
九
） 

 

体
と
心
の
中
の
原
爆
と
た
た
か
い
つ
づ
け 

 
 
 
 
 
 
 

田
川
時
彦
（
六
五
） 

実
践 

子
ど
も
た
ち
は
生
き
方
を
ど
う
学
ん
だ
か 

 

戦
争
・
原
爆
を
語
り
継
ぐ
人
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
谷
敦
子
（
七
〇
） 

 

「
語
り
部
」
と
し
て
生
き
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
田
耕
一
（
七
六
） 

 

ピ
ー
ス
・
フ
ロ
ム
・
ナ
ガ
サ
キ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

妹
背
修
治
（
八
二
） 

詩
・
文
学
を
と
お
し
て
生
き
方
を
み
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

増
岡
敏
和
（
八
九
） 

「
子
ど
も
の
詩
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
説
・
本
間
繁
輝
（
九
六
） 

わ
た
し
が
平
和
教
育
の
大
切
さ
に
め
ざ
め
た
と
き 

 

「
イ
モ
雑
炊
」
か
ら
平
和
運
動
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
理
市
（
九
八
） 

 

私
の
戦
争
体
験―

人
間
か
ら
鬼
へ
、
鬼
か
ら
人
間
へ―

 
 

富
永
正
三
（
一
〇
二
） 

連
載 

平
和
教
育
入
門
講
座 

 

教
科
を
と
お
し
て
ど
う
す
す
め
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

今
井
省
三
（
一
〇
八
） 

 

子
ど
も
の
状
況
に
切
り
こ
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

古
谷
信
一
（
一
一
七
） 

 

父
親
・
母
親
が
と
り
く
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 

白
根
厚
子
（
一
二
三
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て 

南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー 

 
 

吉
浜
忍
（
一
〇
六
） 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

自
ら
の
生
き
方
を
問
い
直
し
な
が
ら 

 
 

伊
濱
千
代
（
一
三
〇
） 

図
書
紹
介 

ロ
ー
ズ
・
ブ
ラ
ン
チ
ュ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
子
順
（
一
二
九
） 

 

第第
四四
〇〇
号号  

一一
九九
九九
一一
年年
四四
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

映
像
文
化
と
平
和
教
材 

提
言 

湾
岸
戦
争
と
大
人
の
責
任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
貫
浩
（
五
） 

論
文 

映
像
文
化
と
認
識
の
問
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

汐
見
稔
幸
（
六
） 

実
践 チ

ャ
ッ
プ
リ
ン
と
世
界
の
友
達
か
ら
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

木
崎
克
昭
（
一
四
） 

「
現
代
」
と
出
会
う
子
ど
も
た
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
誠
（
二
二
） 

ビ
デ
オ
教
材
「
戦
争
に
反
対
し
た
人
々
」
を
つ
く
っ
て 

 
 

山
上
俊
夫
（
三
〇
） 

日
常
的
な
取
り
組
み
を
生
か
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柴
田
健
（
三
六
） 

映
像
の
中
の
暴
力
・
戦
争 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田
和
夫
（
四
二
） 

映
画
「
ビ
キ
ニ
の
海
は
忘
れ
な
い
」
を
撮
り
終
え
て 

 
 
 
 
 

森
康
行
（
四
八
） 

ア
ン
ケ
ー
ト 

私
の
推
薦
す
る
ビ
デ
オ
教
材 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
四
） 

「
子
ど
も
の
詩
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
説
・
本
間
繁
輝
（
五
八
） 

論
文 

 

平
和
憲
法
の
今
日
的
意
義
を
考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
久
丸
（
六
〇
） 

 

世
界
平
和
の
に
な
い
手
に
育
つ
こ
と―

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
を
め
ぐ
っ
て―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
田
俊
男
（
六
八
） 

私
が
平
和
の
大
切
さ
に
め
ざ
め
た
と
き 

 

足
も
と
か
ら
、
平
和
と
青
春
を
見
つ
め
て 

 
 
 
 
 
 
 

安
岡
三
智
（
七
五
） 

 

私
の
戦
争
体
験―

戦
争
の
中
の
子
ど
も
と
教
師 

 
 
 
 
 

日
暮
幸
子
（
八
〇
） 

レ
ポ
ー
ト 

 

原
爆
被
爆
建
造
物
を
考
え
る
会
と
「
追
体
験
」
教
育 

 
 
 
 

空
辰
男
（
八
四
） 

 

韓
国
の
若
者
は
日
本
を
ど
う
見
て
い
る
か 

 
 
 
 
 
 
 

石
渡
延
男
（
九
〇
） 

私
の
平
和
教
育 

“
人
間
ら
し
い
人
間
に
な
る
た
め
の
勉
強
よ
” 

 
 
 
 
 

生
田
目
静
子
（
九
六
） 

連
載 

平
和
教
育
入
門
講
座 

 

教
科
を
と
お
し
て
ど
う
す
す
め
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
島
昌
世
（
一
〇
二
） 

 

子
ど
も
の
状
況
に
切
り
こ
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
久
雄
（
一
一
〇
） 

 
父
親
・
母
親
が
と
り
く
む
平
和
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

橋
本
恵
美
子
（
一
一
六
） 

連
載 
戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て 

大
久
野
島
・
毒
ガ
ス
資
料
館 

武
部
覚
（
一
一
二
） 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

ベ
タ
記
事
を
読
む
時
代 

 
 
 
 
 
 
 

梅
田
正
己
（
一
二
四
） 

図
書
紹
介 
行
李
の
中
か
ら
出
て
き
た
原
爆
の
詩 

 
 
 
 

池
田
正
彦
（
一
二
六
） 

 

第第
四四
一一
号号  

一一
九九
九九
一一
年年
一一
〇〇
月月  

（（
季季
刊刊
）） 

特
集 

湾
岸
戦
争
と
子
ど
も
た
ち 

提
言 

こ
と
ば
が
話
せ
る
の
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
合
章
（
五
） 

論
文 

 

日
本
と
学
校
に
と
っ
て
の
湾
岸
「
戦
後
」
を
考
え
る 

 
 
 
 
 

佐
貫
浩
（
六
） 

 

湾
岸
戦
争
を
通
し
て
平
和
教
育
を
考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 

広
木
克
行
（
一
四
） 

実
践 

湾
岸
戦
争
と
子
ど
も
た
ち 

 

平
和
を
問
い
つ
づ
け
る
子
ど
も
・
に
ん
げ
ん
を 

 
 
 
 
 

丹
羽
徳
子
（
二
二
） 

 

歴
史
を
学
び
、
湾
岸
戦
争
を
と
も
に
考
え
た
六
年
生 

 
 
 

伊
藤
和
美
（
二
八
） 

 

祖
父
母
の
戦
争
体
験
を
ダ
ブ
ら
せ
る
な
か
で 

 
 
 
 
 
 

中
俣
勝
義
（
三
四
） 

 

中
学
三
年
生
と
湾
岸
戦
争
そ
し
て
世
界 

 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
雅
之
（
四
〇
） 

 

湾
岸
戦
争
と
ヒ
ロ
シ
マ
の
高
校
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

澤
野
重
男
（
四
六
） 

 

親
子
の
対
話
・
家
族
で
で
き
る
実
践
を 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
縄
良
一
（
五
二
） 

レ
ポ
ー
ト 

 

投
稿
作
品
に
見
る
子
ど
も
た
ち
の
湾
岸
戦
争 

 
 
 
 
 
 

渡
辺
増
治
（
五
八
） 

 

子
ど
も
た
ち
は
主
張
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

根
岸
泉
（
六
〇
） 

被
爆
者
の
と
ら
え
た
湾
岸
戦
争
と
平
和
教
育
の
課
題 

 
 
 
 

田
川
時
彦
（
六
八
） 

湾
岸
戦
争
が
問
い
か
け
る
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
田
秀
雄
（
七
四
） 

戦
争
は
ど
う
報
道
さ
れ
た
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亀
井
淳
（
八
〇
） 

「
子
ど
も
の
詩
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
説
・
本
間
繁
輝
（
八
六
） 

私
が
平
和
の
大
切
さ
に
め
ざ
め
た
と
き 

 

「
基
本
懇
意
見
書
」
へ
の
怒
り
を
バ
ネ
に 

 
 
 
 
 
 

相
原
久
仁
子
（
八
八
） 

 

私
の
戦
争
体
験―

戦
時
下
の
そ
だ
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
村
章
（
九
二
） 

私
の
平
和
教
育 

全
校
児
童
に
よ
る
人
権
劇
に
取
り
組
ん
で 

 

守
谷
隆
昭
（
九
六
） 

連
載 

平
和
教
育
入
門
講
座 

 

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で
つ
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

堀
江
邦
昭
（
一
〇
二
） 

 

子
ど
も
と
と
も
に
「
な
ぜ
」
と
問
い
続
け
る 

 
 
 
 
 

佐
藤
慎
一
（
一
一
〇
） 

 

日
本
国
憲
法
に
は
げ
ま
さ
れ
た
歩
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
田
壽
子
（
一
一
六
） 

連
載 

戦
争
資
料
館
を
訪
ね
て 

平
和
資
料
館
“
草
の
家
”―

高
知 

 
 

文
本
レ
イ
子
（
一
二
二
） 

読
者
の
ひ
ろ
ば 

加
害
責
任
と
戦
後
補
償 

 
 
 
 
 
 
 

高
嶋
伸
欣
（
一
二
四
） 

図
書
紹
介 

『
高
校
生
が
追
う
陸
軍
登
戸
研
究
所
』 

 
 
 

渡
辺
賢
二
（
一
二
六
） 
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